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一般演題

日常生活活動中の心拍数変動に対応した

運動負荷試験法の検討

武者響樹・ 三宅良". 村山正憎・

坂本鯵男・・ 伊薦樽之・・ 小野膨・・

須階ニ鋼・

仮芥鋤・・

S 目的

現在-l院に行われている運動負荷S戒厳 CE".T，)は.

安全を確かめつつ負荷量を槽加させ豆・大負荷主で十

分な負荷をかける M凶ti-Stage訟【Multi法}が広〈

行われている しかし.臼常生橋監府中のむ鈎の変動

陪危機であり， Multi法E><.T とは明らかに異なる時

間経過を呈している 畿々は Holter心電闘により，

日常生活動作におl'るむ鎗散の変動を分射し。そのむ

繍変動に対応する急副院に高度レベルから始める単ー運

動負荷<HighLevel Single-Stage E泌 氏 陣 T制 1; 

HLSSE)の臨床応用への適否につき倹討した

g 方建

I)外来患者 20名の Holter心電凶E崎より，心錨敏

が 10附拍/分を鍾す日常生活動滑に結いて，む拍糟版刷

始より最高ゐ鎗散に到遣するまでの時聞を倹附した。

2)健常人 204色。心疾患患者5各に対し。 CASEを

用い， Bruce proto四 1による Multi法 E沼 T および

Multi法により劃遺した最高StaReのみを若干のゥ，

ームアップで3分間E丸 Tを行う H日Sεの両者を

行い，高負荷法による運動開始後 1分および動叫

point (E冶)にお砂る心悌歓 (HR1，血a，ST変化を対

比績針した

S 結果

"日常生活で. HRが 1ω割自分.忽す動作 213聞

の中で最高崎姐数到遣時聞が30秒以内 24.5%.30秒

・聖マリア〉ナ医例大学館2内科

{守'"川崎市盲目脂区菅生 2-16-1)
.関東遁情病院..・内側

一…盟国間}

-1分 30.0%。日ト-3分 31.5%でありω3分以内

に最高 HRに到遣する例が86.9%を占。ていた(図

I) 

2) Multi法と HLSSEの対比では.HR (鎗/分}肱

閃-Stage 1分で Multi法 162.2主23.4，HLSSE 

147.7土22.0(r=0.869)，EpでMulti法 171.2.l:21.5，
HLSSE 164.5企18.3(r=0.878) (閲2)と良好な相関

が震のられた収踏餅血圧 (mmHg)は.1分でMulti

法 182.5企28.7，HLSSE158.6企22.2(r=0.760)， Ep 
で Multi法 189.1土30.2，HLSSE182.8土29.3{r= 

O子99"図 31と相闘があった ST 変化は。肉食荷法

で。 l分および Eoでともに方向の異なる例I;!23例中

2例 (8.7%1位置事められたが， O.1mV以内の変化で

あった(図"

S 考鯵

困常生活動作におげる心掛自散の変動は.心鈎微増加

開始より 3分以内に鰻高値に到遣することが多し日

常生活にお"る運動耐容維の僻価には，従来より行わ

れている M叫ti-Stage法では。負荷の槽加山崎聞を裂

するたの，何らかの工夫が必援である また. 1分以

内でall0ほとなる S凶4enStrenωUlI Exerciseは，

健衛人においても急殺な負荷のため，虚血性ST変化

を生じやすいと観告"されている本研究では Mu!tI

Stage法により到遣が可能であった般商負荷レペルの

みを，若干のウす』ムアップを入れて急越に負荷する，

貧，.，..】負荷について倹肘を加えた

高度単ー負荷法 (HLSSEl1分までのむ鎗敏噌加

は。"ぽ日常生活にお付る心拍数増加η時間およびレ

ベルに対時し.M叫ti-Stage法にお砂る収箱悶血圧お

よびSTレペルと良い相側が霞められた 家たErul
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ー般演姐

運動中止後増加する心室期外収縮の

発生様式の検討

飯図恵子・帰国治・平山悦之・減益哲・

脊珊寛和・畑奥武. I府博"'.宗除一雄・

加藤貴雄・早川弘ー・

ω''''外収縮 (VPClI#:遭働により相1JII.減少，不賓

と鍾々の反応を示すが..の複序および錨U来的窓畿ほ

明らかでない。$研究の目的1:V陀を掬するa定例に
温動負荷隊般を行った隙の濁動終了後の VPCの推移

を...に運動終7後VPCが鳩加する症例に注目しそ

の根，.を解明する司院である かかる目的のために健常

者および運動終了後VPC不変減少"と比駿し以下

の倹討を行ラた

s 対.'ヲよぴ方議

剣'H:I:VPCのない健常者恒常野)12例，湿酌負荷

中止直前 1分間同 VPC歎{運動中 VPC):sよぴ週動

負荷鼠殿中止後3分以内の 1分間のa医大VPC数{選

動中止後V配数}が還動開始前3分聞の 1分間平勾

のVPC敏(選働削 VPC'院}に比し 20%朱漢の淘創L

あるいは減少を示したもの (VPC不安減沙欝)6例，

溜働中VPC倣が運動前VPC'度と比し不安あるいは

減少かつ運動中止後VPC'取が週勤前と比し鈎%以

上槽加したもの (vPC!lbDlfl13例である.なお，

ST変化陽性例は対a快から除外した

".助負荷鋲殿11Treadmi1l献験(Bruce滋}により

行い，選.，司防止点は固楓心拍"および.. 労とした.

心電図計積項目は QT時間<VPC連鮪期である

QT時間""勤前(QT・a.n.遺劃中止後1分(QT
Aft). QT・A伐の先行 RR間隔 (RR.Alt)，および

RR.Aft ~運動中で凋-RR /111械の'"の QT(QT' 

E.)で潤定し，さらに QT.A伐と QT.E友の""

QT)を算出した VPCの逮結期は。運働附 3分冊。遭

日本医縄大学繍 1内剥
{ 干u3闘世間暗*1-1-51 

動中および温動中止後3分間で金 VPCにつき齢剥し

た なお.VPCニ段脈は測定から槍外した

遭勤前および起動中止直後の血眠中カテョールアミ

シ 3分画 (.d陀咽"， ・noradre叩 lin・dopamine)根

g貨を陣病アイソトープ法により測定した 錬血は肘静

傑より EDTA加で行い直ちに 4・C透視:.JIIIa分雌の

後，凍結保存した

s鎗"

年齢は正常解“ほ14.8"VPC不変減少緋37.7

.1:21.Ut. VPC増加規 ~2.1 :t 15 .0歳であり."割問
で有怠釜はなかった。選・胸中止時にお砂る心鎗倣(lE

，智騨 162.2土14.8，VPC不夜・減少縛 15l.Z土11.3.

VPC制御岬lω9土16.51分).収縮期血亙 (154.9ま

26.9. 175.2土48.6.154.6:!:33.5mmHgl， double 
'"調duct(2.50主O.47x!G'， 2.78土O.87XlO'， 2.51企

O.S5xll)<)も".欄で有窓還はなか"匂

QTc. Bef 1;ほ畿に示すごと<:a '11111411. 7土15.9

m憎ら VPC不変減少瀞 401. 1:t 35.4m世~ VPC・
加D423.1土鍋 6m鈴Cであり".附で有怠釜がなか

った QTc.E実は正常勝 438.3土初 2m詑~VPC不

変減少群 446. 1:t 15.1~開。 v陀噌綱相43 . 1ま

25.0 msecであり 31博聞に有"'"がなかった 方

QTc. Aftは正指鶴435.8土26.1m居c.VPC不変ー

減少仙沼社26.4llUT艇に対し.VPC!I加騨では

406.9:t:33.8m甥 Cと疋常務に比し有怠に鍾繍してい

た(p<O.(l:九 t倹定)

.dQTが2ωm助氏以土であったもの，すなわち岡-

RR間隔の満開徳の QT時聞が選動中よりや'"直後で

200 m8O!認以上短縮していた症例は，正常勝 12例中 1

例 (8.3%)，VPC不変・減少勝6例中2例{お 3%) 



農 QT時間.QT，崎閣と VPC鹿島

，." 不安VEW ，:&品
QT. Bef 37'2.5土37，43刷。土26.)却u土語 2n.s， 

QT，・Bo' 411.7主15，9401.7:1:時 4423.1:1:甜 6n.s. 

QTc. Aft 
p<O，05 

"・̂f<"a.u:J:町四時H.54開。企削 M

.盤町

に対し VPC噌加齢では 13例中 8例 (61.5%)と多

< ，逆にsQTが2∞m居C朱測のもの陥正常群 12例
中11例 (91.1%1. VPC 不変減少稗 6 例~4 例

(66.7%)， VPC・加群 13t11.中 5例 (38.5%)であり，

VPC制加勝にて選動中止後のQT"聞が運動中より

短縮すなわち 'QTがコたである疲例が多かった f，<

0.01， x'検定)

VPC連軍.."のうち般畏VPC連結期は VPC不変

減少僻548.0土“ 5msec.VPC泊加瀞510.0企111.3

-と有怠楚がなかったが...短VPC連絡朔は

V陀不安・減少t411.1:t51.2m田に対し，V配地

加"では 32噂Oま1S.8m酷であり VPC'・加"にて

有Ifに短縮した (p<O.025，t検定)。

運動中止符の血..~.テコールアミン横腹ほ adre­

nalin (正常勝223.9企186.2，VPC不変減少勝182.0

土143.9.VPC溜加僻 185.6土1S8.8pg/mll，noradre-
Mf・n(2，0.&1.7企 1，020.3，1，769.5念784.0，2，302.4土

I.Z例 Opg/mn，dop百m関係3.'土39.7( 51.0:1:46 .4， 

71.1企38.2陪 Iml)いずれも 31博聞で有窓釜はな<.

運動中止点血後中カテコールアミン・皮色遣働開始調

血畿中カテヨ ルアミ>.度の比も.adrena1in (8.35 

土19.5.4.28土3.31.3.65::1:1.72)，防M.d旬 alin(5.08 

土4.10.4.U土2.62，4.96士3.7明， dopamine (3ω土

2裂;， 2.79土1.26.3.3l:t2.961であ"島々のカテコ

ールアミンと"字の聞に一定の関係を毘めなかった

心腿 Vol.21 SUPPL.I (1締約 Il 

s宅後

運動中止直後のQT，時聞は健常鱒に比し VPC'・

加齢で有窓に短縮し。 VPC不変・減少鮮のそれは岡

鮮hのゆ聞に属した また.aQT(QT. Ex-QT. Aft> 
が2澗 m=以ょを呈した位例陪 VPC溜加欝 (61.5

%)>VPC不変減少群(33.3%1>A常群 (8.3%1 

の販に多〈。温動中止後のQT時陥躍績に対する心循

敏非依存性の因子の関与が VPC'・加僻で他"に比し

大きかった QT時聞は心泊散に"移して衰化する司院

は定脱とされているが，血続中カテコールアミン b

QT時閣に彫'を与えることが知られている" ，伝研

究によれば溜動中止時心拍数は正常勝とv，e増加"

で隠ぽ閑散であるにもかかわらず運動中止後QT，時
聞は有窓の差をもって前者に沈し後者で短躯し， sQT 

も大であった 方，逮動中止直後の血媛中カテコー

ルアミンUI~ 3"聞にて有""がなかった したが

って。血..中カテョールアミシに，守する心室溺の反応

性が31.で異なるためによ越のごと<QT時聞に"

が生じることが示喰さn.')，カテコールアミンに対す

る反応性はvoc淘加鮮でより大であったと考えられ

る

最長 vPC遷鎗剣は vPC調・"'"および vpe不変・

減少鮮で有憲差がなかったが。..糧 vPC連結期は

vPC不変減少鮮に比し vPC・加齢で有窓に短縮し

た運動負荷に対する V配の反応型式と vPC連結

期との関係に関する縄告は袋々の欄べた範閣では今.

でにないが。目。，，.心電図にて心荷数が地加するに伴

いvPC連絡期が短縮する症例の vPCの成因として

"唱gerdea凶，y詑yが考えられるとする機管もあ，.著

者らの vPCJI加腐の鰻序を今後倹射する土で興味裸

い研究である別

s 文献

1) Ahnve， S. et alαrculation. 85 : 435， 1982 
2) Sokoloff. N. M. et al.: ]. Am.白U，Cardiol 

8 : 11， 1986 

3)伊東ら鶏理と池寵 13:155 (1495)， 19地S
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一般演題

Pacing負荷と薬物による intervention

外刻品久・三潤畿太郎・

終々はー敏明開変 (15%以上挟市〉のみを対象とした

冠'動脈硬化症につき心房 paCIl~g を行いその血行動"
を測定しさらに ISDNによる効果を検討した対像

陪正常例....一線痢，.の勉動畑硬化盤 10例の酢1<

例で，これを三分し. 7名は，"0""中， A. B".残
る"島は pacing直後C， D鮮とした 対象の B.DD

聞の年"に有志差はなかった{後1)

5 方漆

方法は笹山らの方法を書考にしたが，カテ先マノメ

ーターは使用しなかった右肘勘繰よりソーシズカテ

にて CAGを行い， LVEDPの安定後左室内Eの測定，

SGカテによる心抽出量 (00)測定後，鼠復縁より栂

喪 1P，Uen旬， protlle 

入した paCilli:bテにより右11pacingをA.B併では

安定時..蜘の50%槽で行い. 2分後に左賓内E測定，

田樹定後， LVGを行った ついでISDN5m留を静

注後， EDP i.昼下後(平均1.5分}広岡織の迎度でP"
a唱を和む 2分後に同線の測定.行った。C， D群で

はpacmgを90/minで側飴. 2分ごとに 20/minずつ

樽見 150/minとなるまで行川中止竃後に左室内圧

測定智弘 α )1: LVG遺彫を向婦に行い.ISDN役与後

もA，SDと同様に測定した Pacing中止後 LVG終

7まで平勾 1.5分を嬰した なお心房 paclngでプロ

ックを鍾した症例隊右.pacIngで代行した 心電図

は11.JU， V， ~常時モニターした.各"例につ~ wal¥ 

mo<・'"も解析した

針。upINo.]N酬 A" "" l，oQtion of融問咽 ロinicalDx M"'"姐 ofpacina: 

A 
3 U.T. " M 

2 Y.M. 57 M 

3 K‘Y .， F 
'" ， 

白 11$
4 M.T " M S句 a Coll$ 

B 5 A.M ω M seg 4 PD.Colle 
6 5.H 

“ 
M S噌 6.1 Colle 

7 A咽 T. 51 M 告.1 白lIe

C 
a T. K 57 P 

' K.S 57 F 

10 N. 1 57 M 
'" 7 

白lIe
u M. E. 

“ 
M s" • 白日θ

D 12 I.M 

“ 
M 

'" ， 
白 11$

13 M. K " M 
'" 7 

白 11$.. M.N ‘s 
M 

'" 1 
白""

醐1 側m岡山.，~叫"山~，時

-東..  窓会医駒大司~.st開院内斜
【干lOl猶江市制康志町 4-11-}】

m，剖祖国itisl A. Padng 

AP V. p，凪1"

OMI A. P.，口'"
OMI A‘ F担口'"
AP A. P，cl拍車

AP A. P易相'"

AP A. Pa.口'"

AP Pott V. P~in，g 

AP P08l A. Paei，唱

AP P.凪A.Pacing 

OMI P.皿 V‘ Pacing

OMl P09t A‘ Paeing 

OMI P.眠 A.Padng 

OMI Post A.. Pacjng 
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酬 L岬

A 
企 鈎 n 19 0.1 2 7 】7 U 3.5 11・hU24.1 L2hn 11.3 (世 n • fII.ll 1伯，.. 7 

M 

“ 
n • u " " " " ' 鎚 " 濁 2・'" ，昂 l耳 3.'64.2' U 

"・"。 " 
7 

' n " • 5 4 s " " n ' n " " 
1悼 1鵠 申 制

" 
‘・ “ " 

l祖lL2 1副 ••• " 
， • " 7‘ 3阻 " 2・

111 W 1回 Z暢 2郡 E胃 l切• 

--~". 
m 

持御前..  

w州.

" 
lω 

，. 

，. 

sl」
••• 
tJト

初 ω 
、，• 密 1..LVESVI・ndLVSP 

S繍県

。P山

・畑山

C: Cooo;， .. 
~ : ， .. 同'.1 : ，帥E

出醐

:)N叩剖叫

j)""回 " 剛

面 万4
V畑 e

DIIの1例で程度の胸節不快感を伴い llO/minで

中止した以外典産調な胸痛陪みられなかった む電闘

はD酵の 1例のみ有怠の ST低下を毘めた E酎 tioo

fraction (EF)隙いずれの"でも ISDN役与後の"。

'"でほぽ不変，曲。，kevolume i吋ex(SVnはB.D 

S撃で誠少する傾向があった CI陥 A，BI撃でpacLng

で制1Jo， ISDN役与後paCl!¥gで減少傾向を示した

D鮮では ISDN投与後の""臥gでh醐3傾向を示した

{表2) これらのうち有窓遣をのあったものは，負荷前

のEDVIがC.D鮮側で，また LVEDPは8鮮のJS.

DN役与前後で寵められた C!JDI容でも周掃に有

，. 

ω 

• 
". 

2切

，，<， 

" " 
図 IbLVEDVI..田dLVEDP 

'羽

吋由.-同
C嗣.，
P: I'a<q 

ぽ1.. 

. .<・・暗
'H-<'.I叫

附聞が，-
定"をE認めた BD'払喝では ISDN投与後の備がD'躍
が有憲に高値.示した。 p~凶g速度は B. D"1閣で有

窓差があり B群が低かった LVE$VIl:: LVSP tた
LVEDVlI:. LVEDPをそれぞれプロットすると.p~ 

""中では pacing直後"に比し左方にずれていた収

箇末期のパラメータ-"有志盤}まないが""砲によ

る効果は B.D併問で異なり.B"でLVSPが上昇し

たがおDN設与で陪いずれも低下している(1m1 a) 
a広張家湖ではいずれのバラメ巴ターもパタ】ンが似て

いるが凶"""により左」ヒ方ヘ.ISDN役与で左下方へ

移った{図1札 Wallmotionの比較では paClngゅ
ではそのパターンは ISDN投与後も不変であったが，

P総''''竃後鮮では paclngにより低下した額分を

ISDN 役与により補っているよ うな傾向が5例中3例
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加'" '"同
? 

図 2・Wallmotlon Itvdy白 d時..'胸g

，.，，，・d ，*田町

百 百

一一ー 同町開喧駒田

園 2bW.llm・Ilon・tu6yJ幽 I.tter P.c!nlf 

に留められた{図2a.b) 

! ". 
-厳粛夜のE働脈硬化症を".として主として右房

ぺーシング貧掬を行い.その怠室内a.LVGによる容

積の変化を 150N役与前後で阿芯暗中 p・"""直後

で比厳した結果， 15DNはいずれの"でも LVEDPを

有窓に低l'させた S皿，¥e"らも時織な陽見を報告し

ている Pacina 中， "ε"iI後"での比般で陪 p&-
m.中で"測定時の HRの重度のたの犀容現関係で隠さE
"移動し判 官憎の少ない傾向告示した .た有志望豊

松ないが収繍束期でのP齢釘噂による 5.01浮聞の.. 

は， 抑制dng直積凶写，~負荷が強い可能性...えられた

今自の成績を SJutlky"，Dwy釘輔らと比叡すると'"

'''''により B白 0"では EFが低下しない点が従来の

鎌倉と"なっており 綾掬，.を対.とした渇合 とれ

脚岡山

T 

『時.司自

"聞同岡山

守 r

らの点でlEl"例と繍似していると'""れた Wall

m曲伺の解続では 0"で150N役与による，.山崎

による効a院を灯檎す傾向を朱した

S 鍋舗

1) pacinj: <t>より pacinr直後が LVSPが低下して

おり。後者がよ P強い負荷を""していると思われた

2) 150Nはpaeing中.pacina 11'後でいずれも LV

SP. LVEDPの低下をもたらした

S文.. 

1) Steele， RJ. et .1.: Am. J. Cardiol. お 初6

1975 

2) Slut瓜札R.;Am. J. C.rdiol.， .1 : 357. 1981 

3) Owyer， E.M.: Circ川I.Uoo.42 : 1111， 1910 
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一般演題

心筋虚血と R波高変化

トレッドミル負荷とジピリダモーール負荷との比較

中村和治・ 八省通安・ 池凶こずえ・

2事関健太郎・ 桐山直美・ 今回剛・

川島祐彦・ 立木幡・'"掛昭二・

近年，狭心症患者にお"る R波繍高が注目さ礼遇

.. 負荷により V.鶴瓶 CM..港湾の .. 度高が槽大する

とされる ジぜリダそ-ル静述。ま心鈎敏，呼吸状舗を

変化させずに，心2宮内血"分布異常を介し心筋虚血を

鶴舞する 筏々は R波噌高の制限，.を解明する目的で

トνッドミル運動(T)負荷，ジピリグモール(Dl負荷

時の体表面電位固ま化を検討し，さらに g蹴 hrone

m却を作成して奥富伝鍋過砲を纏定し...車場粛と伝

場遅延の関係を検針した

s 対象~よぴ方量産
対象は労作，.む盆患者m名{男'24色白'""白，

48-13a，平勾61a)であり。金傍70%以ょの窓狼句"

を有した む筋梗.."室内伝温厚陣書を合併する症例

は脈外した また，金e聞にT負荷.D負荷の同者を施

行した.T"荷ほB_'去に従ぃ，$ym~陶mIImlt.刊
にて行い。負荷騰と負荷後1分半. 5分にで中目電子

社製 HPM5100 lIi置を飼い 87島都点より心術E図を記

録した.D負荷は Albro らに従~'， D 0醐叫ん"
4分間で"注し."途開始前と 側始後S分ごとに.

低2c分冊体表荷ω'.図司伝記録した 負荷前後に各.. 琢

点ごとに..度高を測定し，その差より differ飢 ωm.p

を作成したまた..波粛の差の最大信をp嗣 k4Rと

した縫いて QRS開始から R穫の頂点までの時聞を

ventricular activation time (VAT)として求め。・し

いVATを観ぴiω<h，。随 m"を作成した

S MlUヨよぴ考療

図1に，典型例として臼繍男性LAD綱"A者を示

・山修大解際司1t/llllIU内紛
{干醐." 山形市飯圏西，.，剖

した左上院 G.(121舞場心電聞にて V.にあたる}の

T負荷前後の心電図変化であり.~~負荷前， 省に負
荷後を示した負荷後に R波の槽高ど STの血血彊低

下が"められた 左下が負荷前後の民政商変化を示

す出目fere隅 emapで，左前鯛郎を中心に R滋増高が

"められた右側は VATの.. 曲 ronemapで，上が

負荷前，下が負荷後を示した 負荷前，心"興奮伝揺

は右側胸眠から前胸'".，官僚へと進色。しかし。負荷

後に矢印で示した孤位にて局所的な VATの極集を"

~た。とのように負荷附に比し負荷後に局所的な

VATの延長が認められる・合に白，Iayありとした

両負荷につき delayの有無.0.lmV以上の ST"

下を示した縁部f!(nST，む泊...血EをR渡槽高の程

度と比e実績附した

T負荷にて peak.:1Rが0.5mV以よの症例"を A

"(11例)， 0.2mV以上0.5mV未測の箆例騰を B'手
(12例).0.2mV来測をC鮮(6例〉とした

1) delayの有無 delayはAI字9例 (82%)，B縛

s例 (67例)， c騨2例 (33%)に隠められた また，

その幽現廊位は."・高暢位にほぼー致した

2)nST:A鮮 11.2.:!::9.5，8"13.3土10.5，C" 
10.1企7.'であり.A鮮にて大となる傾向を隠めた.

3)愚大心鏑徹 AI手前 15I!!I/分一・後 120，B I事飽

-llO，CI本14-12閣であり， 3群聞に益を包めなか

った

"母大紋繍期血匡 ADIIIl' 144 mmHg-~長 113， 8 

騨 1<0→ 160.C群 142-ー152であり.A群は他鮮に比

し有窓に血圧上昇が大であった

D 負荷にて bpeak .:IRが0.5mV以ょの症例砕を

.，，，例，O.2mV以上0.5mV未満耐のa例"を b稗6

例 0.2mV朱測のcD18例に分額し.T負荷と同四
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5(yn. M LADd回.

lradG.tv，) 

嶋岡山叫 -加問抽

4砂

Rdifferer鷺~ map (4R) 

front b・，，'
(O.lmV int.J 

園 E

にd胞'"の有鑑.nST，畳大負荷時心値段，血Eを比

般検附した

i ) deJayの有無:a'学ω%.blf飽%.cl学“%
に留められ.pe.k.dRの大Sい"に delayが多<1，め

られた.

組)nST:.t16.2:tl0.1，b'・5.8企1.6，c瀞

12‘企1l.Oと各騨"にsffる傾向を隠めなか"と

E・0心鎗敏;.IH3-筒， b"“一喝73，，"“4

82と31写閣に"を""なかった

，，'血A: a 勝 Ug.....U9，blfl鈎-0152. c 騨1<，

-・147と31浮閣に径を認めなかった

以よのよう <T負荷時の R様相粛にU血圧のJo

昇，"'Tの大畠きが関与するよう<"われたしかし.

D 負荷"に，..滋増高に血.I'f.nSTの関与を認めな

かヲた.したがって.血圧， ST 低下の".. のみでR

量生憎粛を鼠萌することはむずかしい，..えた ー方，

VATのぬ~1..y 陥商負街時とも陪浪敏嶋高と関連する

傾向を示した

.. 度槽衡の磁，.として，興奮伝鍋拠常， Brody効果，

心銅像，呼吸の変化等が考えられているが十分には解

明されてい佳い今回袋々の研究に翁いて， R渡増高

にVATのdelayが隠与することが示唆された

5結婚

労作決心""者にお妙る心筋虚血時R'度噌高の.. 

，-~喝 map(VATI

before uer討u

"111:1' uercise 

"∞e 
baek 

(5 mSK Int.) 

序を知.目的で トνッド ミル.. 動負荷，およびジピ

リグ毛田ル負荷時心電図夜化を検射した VATの

ぬ'"は阿負荷時ともに R被湖南と関直する傾向を示

した

心筋虚血崎のR様相粛に姐心筋肉興奮伝婦週援が

関与すると考えられた

， ".院
1)0。附ris.P.E.， Gr凹 nberg，P.S.， C回.，畑、et， M.] 

.、dEl1e或3d， M.H.; Sign部caneeof eh3l1唱明h

R wave amplitude durir沼 treadmil1stress test 

lIIg: an田，~，凶ic correlatl凪 A肌 J.CardioL， 

.41 : 846， 1918 
2) Ik曲K.， et aJ.: Detectlon of hxal由，-，

lti舗凶V曾'Ilricul.rae刷 .u。銅製調。岨略奪 bybod，
-，~泊""'""" m岨PPinaIn pat加制 with
prevlous myocardial infarction. Cirt丸.ilati側、
"飼"1鱒S

3) Ka....・鍋~a， 5.， et al.: Comゅ.rlsonof the 

el ec::troea rdiogra凶icchang'舗"'"凶edby dipyr 
凶amoleinfusion and釘"eadmHlexercige in 

po'桧ntswith (:0。咽ry.rtery di島lse.1 pn. 

Hu円 j.，錫9，間指
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一般演題

運動負荷心電図試験における平均電気斡偏位，

R波高および中隔Q波高変化

荻野努和・ 2街膝 M' 星尾彰・ 石河利ー鰯・，長谷川l純白.

4阪俊文・ 昔前回裕之・小竹寛・真集俗人・

遷副抱負荷心・図賦験官Tlの判定"噂には，主に ST

夜化が周いられて@た近年，忽動脈疾患 (CAD)の

診断精度を向上させるために QRS鮮の変化に着目し

た線管，~ーがなされているが，いまだ具体的な"慢が

孤立されたとはいえない今悶寂々は，平均電気舗燭

"'R 滋高および中限Q滋高町出箸冒し.CADの存

在および郎位惨断と左宣襖能評価にお砂る有用性につ

いて検附した.

s対象および方.. 

対象は.選択的思動脈進彫【CAGlおよび左0:選膨

(LVG)を緒行した正常対照静57例{男 32例.女25

飢平 均51.HIJとCADDIOl例明"例，女"

例，平均56.9.)である

Ma.ster二段目指".ニ震負荷を行い，その前後<.. 

"12紙導む・E図を配録した判定釜噂については，

ST'臨調障で陥.O.05mV以ょの水平また怯下持型低下

e O.2mV以上の銀徐.t行型低下を陽性とした納鍋

位省側陣{細書""に関しては，沼動広よる".以上の右

方または"-，与軸倒。立を陽性とした R波高..(R• 
.!tI) e Q 波高iIIi"(Q illilll)では 10心鈎加算平均した

v.mwのR渡衡の 0.1mV以上の増浦町と Q浪商の

0.05 mV以主の械高をそれぞれ降性とした。

LVG右前斜位像のs区域の盛運動に点敏{羽町='

=，点， 四割d叫信d=1点.nor抱=2点''''、etIc=3 
点，醐~=4点}を与え，合計を LV waU n醐飢
acore (WMS)とした左盆駆出率ほめを~陶酔
法により算出した.

・島忠大学医...111内側

(守鴎3 米子市函町制}

.... 
CADのa診断における感受盤，特異性および惨断事

は. ST~臨調慢では 61%.79%.ω%. 柏"，.では 18
%.98%.47%. R基噂でほ 28%.93%.51%.Q 

'"障では 16%.98%.46%でるった STilil¥Sに・a
"..を併用すると.，受位。特異性および診断$は"

%.77%. 72%. R~‘鋼障を併用するといずれも 14 %. 

Q'"障を併用すると 67%.77%.71%であった 4 

'"障を併用するとそれぞれ78%.初%.75%で.も

E診断精度が高かった(11:1 ) 

CADの膨衝にお"る感受性".いずれ必着箪でもー

を変鰐賓と多技術変で有志穫を寵めなかった

CADのう.左前下行後一俊 (LAD)痢"，，'例と右

冠動活保・左回旋伎の 枝またはニ綾 (RCA'LCX)病

変"例で翁射した左方納傭位の LAD病変倹尚に

お砂るH 盤，特異色およびa診断率は 9%.98%.52

%でおった，右方愉僧位の RCA 日 X鋼変検出に関

してはそれぞれ 18%. 91 %. 55 %. Q.tIIIの LAD樹

.. 倹幽に関してはそれぞれ9%.83%.46%でめった

〈図日。

島田ilicity

'1% ~% ω%  
.・・ 18% ，，% '"幅
，，， .. a%  

'"‘ 
，，% ..... 16% 舗% ... 

ST+軸基準 舗% n%  '2% 
ST+R量串 7<% 7・% ?‘'‘ 
ST+Q革掴 67% n% n%  

78% 70% 符%
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初 園 開.. r..kr 

. 曲炉咽k岨..，
車胃圃圃位 右方帽圃位

"‘・関 1 書齢断革司直の聞也陪断的情宜
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'‘ 瑚

8附

~ 同. ~

rp<t.OI，r - 附 「

s 

z

I

 

i
i
i
 

伺

• 。」一一」

一……It，......叩嶋

園， R漣禽変化と左窓悔継

EFはR滋増高野 (56%)で"不変野 (60%)およ

び減高齢 (60%)に比し有窓に低舗を示し， WMSは

R波稽高解 (2.7)では，不変群(1.6)お よび減商縛

(1.9)に比し有望留に高値令示した〈図"

5 考療およびまとめ

今闘の倹射では， '"臨~， R.~およびQ"皐につ
いて略受性は低いか符異性は高<， J・訟では ST基副怖

に比し'参院長精度が劣ったが ST"想との併用により

CADのE参院野川度を向上させ有用であると考えられた

とれまでの線笹川は， R波高， Q抜高変化とも不否定を

陽性基惣に含めているが。今図の検肘では白両者とも

不変を陽性"滑に含める色特異性を低下きせ，有周で

ないと考えられた

F 同制「

，ド刷、 「時 『

同副--舗面叫

It ...vc叩嶋

ETにお砂る CADの触備位には左側前枝また陣後

枝プロッタが， Q 滋減高に陪心，，~隔の虚血が関与し

ているという報告酬がある 今留の検討で"，紘基

，"， Q革調障とも侭位"斬の感受性陪低いが樽異性信高

<， LAD病変による左胸前綾a血と左方側位:， RCA' 

LCXI丙変による左脚後校虚血と右方偏位およびLAD
病変による心0:中院の虚血とQ滋減高め拠係が示唆さ

れた

今回の検討では，R滋場高齢では不安野および減商

務に比し EFが低<WMSが高値で， ETにお砂る R
波f省高の犠序として1 盛運動異常を全国とした左宣観

能低下が考えられた

町にお砂る QRSI撃の変化は CADの存在診断t:
Wでな〈偲位診断および左重複純野信にも有用である



と恩われた

S 文献。Hegge，F，N. et al.: Coronary arteriographic 
findillg1包 inpatients with axis shifts or ST曾g

πJent elevations on exerci甥 stresstesting. Am 

Heart ].， 86 : 603， 1973. 
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2) Battler， A. et al.; Relationship of QRS ampli 

tude chang問 duringexerc回 10left v酬'"叫"
function副，，'凹esand恥 dl叩醐0'町 。

nary artery di艶a総 Circula出 n，60:1∞4，1979

3) Morales-Ballejo， H. et al.: se例alQ wave in 

exercl鍵 t鎚凶ng: A町出iTaphic correJatîo~ 

A皿j.Cardiol噌 48: 247. 19崎】
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一般演題

虚血性心、疾患患者における嫌気性代謝間値に関する検討

佐原憾・ 竹内 徹・ 内山市長史・ ..困微・ 伊吹山千晴・

鎗"佳代制限値 (anaerobic白reshold: A T) 1)は，

慢性心不全患者の運動耐容能の客恨釣.. "として有用

でるるとされている剖

方，虚血性心疾患患者においては.ATは"動時心

ポ〆プ11曜に規定きれるという緑告や.)..c..筋..血出

現の掴械である心電図 ST低下前後に幽現するため

に。労作後心症の虚血闘岨を反映すると述ぺた報告が

あるが・九ぞれらに関する倹酎陪少ない

今居著者らは，遺動負荷.. 発心筋虚血が， ATに及ぼ

す修・を検討する冒的で。選働負荷時心電図 ST低下

とATm漢の時間的潤係.Mよびそれらと冠状動調病

変鍾症度との関係について験前告加えた

g 対11ならびに方滋

対象は虚血性心疾息患者"例である平崎年働

57.4歳!男性 28名。女性2名である 金例に AHA75 

%以上の有窓溜島原俊唱を"め，運動負荷隊肢では虚

血性ST低下を示し.ATは明瞭に判定可能であった

また F，田lngerscore"を改変した ω悶 nary!lCoreを

考案し， 金例について検....位および'..lIから銘~.
を求め，沼状動.".変が重症な限"~。宅が高官置とな
るよう gradingを行った週酌負荷猷載は.30Wよ

り開始し. 3分ごとに初Wずつ漏増する坐位自転車

工ルゴメーターによる症候限界佐多段階負荷を行い，

ST低下判定は.J点より 0.06砂後で1.0mm以上の

水平II!または下行型ST低下を有怠とした 呼気分析

は，日本電気三栄エアロピヲタプロ七ツザー 391を用

い，会経過中羽紗欄厩で，分時像処.(VE)，酸策調際

取.No.l，炭酸ガス虚出量 (Vco，l，呼吸倣 (RR1.呼

吸商 (RQlを測定した。 ATの判定は."M守山が定常

状態より週観的増加に移行する変幽点としへ AT幽

-東京眼科犬司'"'内調

(.，. 160 東京..摺区画餅楢 6-7-1)

現時の初、ω。AT1，および有窓ST低下出現時 v.
(Vo. ST dep.)を求めた

! .... 
1. Vo， ATと政0.ST depとの網開{図1)

両者の聞には Y=O.84X +5;0， r=(}.58 {p<O.Oll 

の有窓で}まあるが砲な疋格閣を包めた

2， AT出現と有窓 ST低下出現の前後関係(図"

よ陀均出現前後関係を示す銅線健¥'0， ST dep./Vo. 

ATは74.6%から 172%と広範庖であり。有"ST
低下出現が AT出現に先行する ST低下先行"は 5

例.AT幽務先行騨は 19例であった すなわち.AT 

幽現と ST低下出現の時間関係は必ずしも}致しなか

，1ヒ
3. Coronary scoreとPeakVo" Vo， ATとの相関

(図的

図のどとし∞ronary配。"と負荷中"最大酸調"聴

取盆 (PeakVo.)の聞に肱有志な貧繍関が存在した

が， Vo.AT左の聞に肱栂測を包めなかった したが

って，冠状周防腺病変.，重度のみでは ATの甥定因子と

なり得ないことが府唆された

4. AT-ST関係と罵扶動燃病変電....との関係{図

" 冠状動脈橿11綾般は.ST低下先行幹で平均2.6ま

0.5絞.AT幽現先行併で平均 1..土0.5畿と ST低下

先行鮮で有窓に高かった (p<O刷 1，Coron町田"

においても.ST低下免措Z揮で平均 35.6土9.8.AT出

現先行幹で平均20.9主'.5でるり。 ST低下先行騨で

有怠に高値であ。た (p<O.OOl) しかし Vo，AT鑑

においては。同欝削に有意差を"めなかった

S考鍛

今閣の錨果では，温動負荷時 AT凶現&心・E図上有

意 ST低下は必ずしもー教しないことが示された ま
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これらより，有限無能力の指様である ATを決定す

る悶子が，怒状動脈網変重症度すなわち心筋虚血"症

度だ"で"ないことが示唆される

.た ST低下がAT幽現に先行する症例でU より

重症な沼状動脈病変を有しているk考えられる よっ

て1 従来より運動償法の歪遺νペルとしての有用性が

線告されている AT であるが虚血性心~思患者のリ

ハピリテ O/!I>'，遺動自信法を行うにあたり，個々 の

症例において，より安全な連動νペルを般定するよで。

AT出現とむ電図ST低下の関係を考慮することは軍

要でめると考えられる

AT-S'T関係と冠状臥脈街変図4

ω..r....ry 
m 

• • • • 
. .... 

忌ザ:
" 

• • 
" 

• 
Vo，，4.Tとω附 naryleoreの縄開

.同
3・m " 

Peak Vo.勾図 3

1:， Peak '10. 1:. coronary so::ore 1:の聞に"脊窓~負
網開を".たが， Vo.ATとeoronaryscor~ に陪網開
がなかヲた AT幽現先行野と ST値下先行総ゆ比鮫

では.ST低下先行騰がより高い冠状動脈植息枝飢

∞ronary氏。"を有"盤をもって示したが.Vo.AT 
舗においては商務聞に有意還を鴎め怠かった
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一般演題

虚血性心疾患における anaerobicthresholdの臨床的意義

多段階 treadmill還動負荷総験による検討

勅使河原敏明・按沼佳彦・ 野村真・

石原正人・中野博・近松均・

森本締一郎・ !!a仁・水野康・

近年，有限蕪濁動が，成A病予防。白血管系疾息の

治療に用いられると共に1 連動能力の判定に無酸素性

作集鵬鑑 (anerobicthreshoω が注目きれて@た し

かしp 現在行われている研究陪，健常人を対象とした

ものが主であり.臨床への応用陪必ずしも 定の肝価

がされているわ砂で肱ない本研究では，虚血性心疾

』患者に，多段階トνヲドミル還動負荷以...行い，無

関健来性作集開催の.. 床応用への可能性老検討した

s対象と方議

対象は..図炉園保健衛生大学病院にて虚血性ゆ建築

"あるい腿虚血組組息齢、にて多段階トレヲドミル

運動負荷猷齢および冠動脈遺膨を行った"般から"

・までの"名であった。

芳首長は，運動負荷開始前および運動負荷中 1分ご

とに心鈎... 1分ごとに心限虜じ血匡を欄定し，呼吸

ガス分析は，運動負荷開始前および運動負荷中 30秒ご

とに体限衆消費量，聞色気盆.，度紫当'止を測定した

..，捜索佳作集醐惜の決定方色告は，多鋭があり櫨立さ

れていないがえ週動中の酸察当援を経滞納に日曝し，

下降飢定常飢上昇朔の三符色変化の内，定常期か

ら上昇期への移行点(以後.，.幽点}が乳酸値に基づい

て決定された無敵束性作集綱 Eに近い値が求められる

とされている"ため，本研究では，この方法を用いた

S縮製

対象 62~J ，*" trd!!点を毘・し得たのは 31例，50 % 
であった，これら 31例中，遭動負荷鼠取得胸痛を寵め

目.岡学園僑健備金大学医学邸内斜

〈干".・n ・明市・蝿町図叢7111-98) 

た群 11例{以後i 胸痛騨).胸痛を毘めなかった鯵20

例(以後I 非胸痛群)について調者の，.幽点発現の差

異について検附した平均年齢は胸痛併で54.3餓，

非胸痛Z撃で 53.2餓と有意な2をは認めなかヲた 運動

負荷時聞は。胸痛君事で平均4分 48秒。非胸痛鮮で平均

7分 18秒と有窓に胸痛齢の方が短時間であった阿

鮮の温動負荷による心鎗数の変化は，胸備"で負荷前

事勾711分から負荷後1151分に噌加し，非胸繍"でも

負荷削平~14/分から負荷後 136/分に相加し.共に有

窓な変化であった 岡群の濁動負荷による血圧の夜化

臥収繍捌血Eでほ胸繍群で運動負御前平均 134~

Hg から還働負術後 lω~Hg と噌加し。非胸痛併で

運動負荷前平均 125mmHgから運動負荷後 161mm

Hgと憎加し."に有窓な場加であった鉱張期血匡

は。腕繍鮮で運動負荷附平均 82mmHgから運動負荷

後 86mmHg1:増加し 非腕繍併でも運動負荷前平勾

19mmHlIから運動負荷後85mmHIIと増加したが，

非凋婚"のみ有意な変化であった これらより両鮮の

PRPの変化は。胸痛併で運動負荷平均9，02Eから運

動負荷後 18.850と拘置加し，非胸痛"でも平均9.225

から 22，101と相加し共に有窓な変包であった

図1は。両鮮の下行脚終末時点と，.幽R訳出頭回日聞の
安易をみたものである 胸痛鮮の変幽点は。平均2分

"紗，酸策当.ωn:::aめ，非腕繍鮮の夜幽点は，平

均4分48砂酸素当.30.4に隠めたすなわち酸素

当量は胸痛静，非胸痛線共に有怠な差を寵めなかった

が.，.幽点の出現鱒聞は。胸算‘Z手は非駒籍併に比鮫し

有窓に早期こ出現した これら商岬の下降''''末専問

をみると胸鮪鮮で平均 1分割砂，酸策当量は平勾

29.7であり#胸痛併で下降悶終末時間平勾2分3秒

..察当量は平均30.41:下院期終末時間，臨調旨当.共
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図 1胸痛"と非l胸繍勝にS寄付."曲点幽現"Mの比厳

に有'"な変化を偲のなかった これらのことより胸痛

君津では，非B胸痛"に比較し定倫期が煩いことを示して

"る

. ..副院

運動能カや，虚血性心疾患の有無の判定に混動負荷

テスト肱不可欠な存在であるが，この運勘負荷テスト

は，安全に本人が俳容しうる到医大選動負荷強度を決定

することを目的としている したがって。運動中止の

時点すなわちエンドポイント kして自覚復状，組3電盤
状，心血管系変化。呼吸ガス変 t，む電園骨化等積々

のものが象げられている しかい自覚盆状が不確実

であったり 多分に客慢性に欠砂るものであったり 0

.大田横綱.. 聴取，"，回復心拾敏のよう巳途ずるまで行う

ことや急激な血圧変化を与える ζとが危険な合併症の

鋳生をみる可能性があり必ずしも重症忽疾患者などに

は安全とはいえないエンドポイントもある 近与，新

たなエンドポイシトとして無酸蕪佳作集闘備が注罰さ

れてiきた
厳罰隠当量治"定常期からよ，早期に移行し急上昇する

のは鎗気佳代耐により生じた乳磁を処濁して生じたニ

般化炭衆が血中および呼気に場大し，血中の二般化炭

素が呼吸中枢を刺激し喚気量を増大させるためと曾わ

れている"

本研円砲では， v.同を測定しておらず二般化政策の変

化については曾及できないが，非胸席"に比絞し街箱

"に変幽点が早期に幽現し定調青銅が短いことかる胸繍

静では非胸繍鮮より思〈無雌業佳作損測値に遣し嫌気

性代・"に移行することが示唆される 胸繍務会場宇胸痛

僻より厚〈無酸素性作索開催に遣する原因としては，

2週動にて胸痛の出現するような窓疾患患者におい

ては温動負荷により早"にも不全状朗に成りやすい

2遁勘負荷にて胸痛が出現する息者では胸痛の宛現

のため運動が制限され筋力が低下しており早期に乳酸

産生が噛まる，~が考えられる

運動にて胸痛が出現するような定後患患者では，鎗

気性代謝を線材ることは血中乳酸傭が槽大しアシドー

シスが遊行するため'"症合併症の，宅金が予刻されるた

め鰻気佳代謝以的での湿働問中止また陰線気佳代附以

後の慎重な対応が盟主れる四時である

以上のととより，無磁来佳作業関値の測定は渥動負

荷賦験の.要.エンドポイントになりうる可能伎を示

唆した

s鎗爾

虚血性心鈴鹿に対する運動負荷時の無酸，慢性作集闘

傭の有用性.. 貧射するため多段目璃ト νッV運動負荷獄

験を周いて胸摘発生"と非繍腐宛生"との差異起つい

て検討した.

l.'U鮪飢収納期血a.PRP払いずれの"におい

ても運動終了，.前は，還働問に比較し有"に増大

した

2選周防'"吻政*当. (VE.!、，.)の鍵符的変化の内，

無酸策作集闘値を反映しているとされる定傭期か

ら上昇繍への夜曲点を明確に測定し得たのは金例

中50%であった

3胸摘発生"の.. 幽点目白現紺間11，平均2分 36秒で

あり非胸痛Z撃の平均4分"秒に比厳し有愈に短

かった筒者間の穫は定常期の時間釜によった

以よのことより，虚血性心疾息患者の運動貧術での

限集当量の鍾時的安化において，... 点が厚mに出混す

る例では胸績を有する例が多しこれらの例での運動

負担野鼠般において重症合併6震の宛生予防に緑膿集作製

側障の測定は有用と思われた

s文献

1) w，お相mω，K.，etal.: j.A剛 Physiol"鑓

236. 1973 

2) Wasserm制 K.，et al.: Am. Rev. R白p.Di9.， 
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般iII姐

肥満者の運動療法の評価

太図.械・ 杉原弘晃・ 水野嘉子・

岡本畳・ 岩泊康徹・

E欄者に対する運動処方と栄養鍋導が，肥満と肥満

に合併する術館{高血庄，高脂血定等}の改暑に有用で

あるとして注目されている 本研究で陪歩行左食寧指

掃を主体とする減量舷貨を特定の..Il施方を加えた遭

動練法敏室の成果について報告する

s 対象および方法

"知県総合保鍵センターの人間ドッグ受齢者のう

ち，胞制度 120% (Br，恨渇変法=体t/(身実 1ω)x 

0.9X 1ω〕以上の肥測度 296名{平崎隼働47.1蛾}を

対象に減量殺宣を実錯した うち。女性は 2394島であ

る さらにこの中の 224島(平均年働 46.5歳}低運動

練法教室にも参加した

減..吸盤は 1カ月間隔で計5回の4カ月間開悔し，

運動処方"万歩/目}と策費抱噂(1.500kcaν目)を行

った 遭勘盆は万歩計の含多数の~を周忌益。 栄舞伎取量

については食品債取量調査表よ り換算した また，減

量教室の前後で皮脂厚〈上腕。肩甲骨下育協).血圧...

'"総コレステロール，トリグリセライド， HDLコレ

スチロール， βーリボタンパク).体力テスト等を測定し

た

運動康法教室には減量教室受観者29"島のうち 22

~が容加した 運動療法歓賓の還飴処方は次のように

行った まず，多段噛運動負荷隙験(，明'"は 60.....1∞

m/分の聞で剖".を 0%から 10%まで上げる〉を緒

行し，最大下運動まで呼気分析をして AT(anaerobk 

threshold)時の運動強度を求め。AT時と同程度の運

動プログラムを褒 1のWalk-l(W-Il-Walk R¥Ul-7 

(WR-1)の7段階の中から選択した とこで， W-4拡

分遺 80m. s10pe 0 %で3分周歩弘次に分溜 100m，

slope5.0%で 12分周.，..娠後に eoolingdown と

して分溜ω m，slope 0 %で3分間歩〈プログラムで

..知事館倉保健センター

間関抽屋市時三の丸 3-2-1)

~る 運動プログラム.. 行中の自覚症札心拍同支応，

呼気分折等のデータに毒づいてI 次の強度の運動プロ

グラムヘ左遭あた この運動処方を遇2回..月間施

行い .. 後に呼気分析を行って心m噛能の変化を求め

た

s 結果および喝破

1)減策教室

296名の平均運動量(歩数)8，10。士2，醐歩合、ら 9，1醐

士3，0∞歩と 4カ月間で矯加した 1日の書房取エネル

ギは l，92a 主~10kcalから .. 回全321kcaJと減少」

1日の間会のエホルギ も. 174土145kcalから9i土

80 kcalと減少した これ陪運動栄養鎗場が極め

て叡底した事を示唆している

体絡についても前と後で体'.tJ!平均64.7土9.6kg 

から 61.0士9.5kg (pく0.01)に歳少したその他肥

測度。bodymass lnd鋭，皮脂厚についても有意な(，<

0.01)改替がみられた

窓危険因子である血医および施貨についてみると，

E大昼小血圧ともに有窓に (p<O.Ol)改笹山脂質で

".総コレステロ ル，トリグリセライドが有意(，<

0.00に減少した なお HDL1;1.経度上昇がみられた

が有窓ではなかった

21運動療法敏重

要経2は運動療さき'貴重の前後で，体格および全身持久

性の衰化を見たものである 酸，精製取al:180%HR

・M 時で検討してあるが。これ隠居綱者で陪最大む始

時まで還動負荷ができない場合が多いためである m 
%HR....，時の酸来続取震は絶対値でも体81kgあ

たりでも有意巴故笹していた AT時にお防る酸策担聴

取盆も有"に改普した これらの所見は週掛処方によ

る有意な全身持久性の改轡を示している 金磨鰐久性

の筒硬な測定法として 12分間愈歩を用いたが，との価

も運動処方前後で有意にa復讐した

図1は運動療法"の前と後で.心拍散と酸"筏取量の
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現 E 運動嘩埴融量的豊行ー走行プログラム

woam minu} p 恐怖 c。u。lmd凶。""

W-l ( J.JMETS) 同 m/min(0") 80.1問'"何.， 町lm/min(0") 
W-2 ( 4.3 n 関 • (01 80 • (2.5) ω ， (0) 

W-3 { 5.3 n 制 • (01 80 • 【5.0) 制 M (01 
w・~ (6.4 • “ 

， (0) '"0 ， (5.0) 80 • (01 WR・5(1.9 ， 関 ， (01 '" 
n (01 80 • (01 WR・5(9.0 ， 

‘" 
， (01 1ω ， (01 80 (0) 

WR・1<10.1 • S刊。 ， (01 1ω M (01 8ゆ e (0) 

s，開d(Slope) 

褒 2 温雌帰際2家"重口閥復の体格S当よ~.金a・拘久伎の変化

前 ~ 

体重(kg) 63.3士'.5 ~..宜..，・

体脂肪量拍車) 19.8土... "且士3.7'
LBM(kg) 時五土..， "目士u
VE(帥 %HR圃 E 時)(1) ~U士弘1 U.4:f:8.6 
VE/W{.岨%HR副M時)(m/) 

'"士'"
7伺士160'

Vo.(SO%HR..時)(ml) '''''土"5 ，..闘士n.'
Vo./W(回 %HR副理時)(ml/kgl n.O宜乱1 15. .士'.0・
申臼(AT時)(ml) 122.6土10.0 129.4:1:8.90 

Vo，fW{AT坤)加I/klf:) 18.2土'.5 泊.，土3.'・
日分間抱歩(.) 1，243土" >.'"土"・

. ，，<0.01， n回"
刷 IklI:'mlω

..室前 Y"O.21X-6.!J.I (，圃0.68)

• 園

" 
ロ敏幽，.・z‘X-1.65(.-0.88) 

g 
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" 
加
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一

• • 
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• 

鈎"瑚 llO 120 13D 140 ]切瑚問

~， 心湘ftと..街...の関係

関係を示したものである 前後いずれの時期において

も1 両者は非官官によい軍織的な相闘を示していた ま

た，敏盆後に悶帰司.....上方にシフトしている所完成，

金身持久性の司政省が，主に費農業脈(心鈎凶.あるい院

宗綱の酸衆利用能}の"普によるものである事を示唆

している

HR (bpm) 

s まとめ

""同信者に対し 4カ月間I辺助処方"日 1万歩)+

栄鍵処方"日 '.5ωcallを剣場し。体籍。血圧.脂質

の有意な改笹をみた

""泊者にー定の遺動プログラムを爽継い目度索機

取量!金身持久カの肉ょをみた
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ー倣演題

陳旧性心筋梗塞症例にお貯る運動負荷心電図ST変化の意義

運動負荷心筋e剛 鶴 間 ωmputedtomographyによる評価

倉凶千弘・ 緩図利之・ 関口貴久・ 4林明・ 山崎界・

"'自性心筋tf.(OMIl症例において運動負荷心電

園が汎悶され，負荷時ST変化の2密集については冠動

脈遺影との対比続的が令されてきた しかし梗.."

残存心筋の虚血の野価など冠動脈遺影のみでは限界が

あるため，運動負荷心筋emlSSlon∞m"出dtomogra 

phy (ECT)によって判定される‘血血"を益皐として，

OMI症例における負荷時 ST変地の窓撲を検討した

s 対象とコち滋

対象は OMI69例(男性5<例，女性 15例 59土9
般 i附昼寝，."例下盛梗a36'E現山で，冠動脈造修所

見からー， ニ，三枝腐変が各々"例.18例。I3例であ

った 自伝車エルゴメータ多段階負荷にて絢繍，復労1

.. 盆不盤脈。血圧低下を end-pointとし鈴T1分前

に純白引を静雄し。その直後t4崎潤後に心備ECTを

撮'修した

ECTの僻価"以下のごと〈視覚的判定と定量的判

定を組み合わせた 視覚的事実定左重心筋を 9領域に

分割し各領域ごとに perslS釦 tdefect (PDl. tran島

町tciefl町<w山 incompletered 曲 ibution(iTO).お

よび translentdef.猷立 withcomplete redistribt巾'"

(TDlを判定した定量的判定観繍断層像の clrcum

ferential pro制eanal四 sより washoutrateを京め，

Z術者のm闘 n-2SDt'下限としてぴ漫色の歳幽し率

低下di佐usepoor washωt (DPW)を判定した

負荷時ST変化は負荷前の STlevelを萎噂として，

0.1 mV以上の水平型または下降型 ST下院を ST下

降 (STlJt，J点より 0.04紗で0.1mV以ょの ST

-副民俗健制大学寓S内"
t守 ~31-Jl 蹴榊醐醐}

上昇>ST上昇 (ST，)と定畿した

s結果

ST jとSTtは各々"例 (46%).17例 (25%)に

みられ. .例 (6%)では STjとSTtの荷者が毘め

ら払 24例 (35%)では有倉な ST変化がなかった

負荷時の絢痛は 22例 (32%)に出現した ECT所見

では PD.汀O.TOおよび DPWが各々'"略 (59%).

"例 '55%し 1"町(16%)およびI2例 07%)にu
~られた

ST↓とECT所見の対比を示した図 1のごと<.

ST 1!f(32例)で肱 ST無変化欝 '24例}に比べ，

TD. DPW， TD/iTDおよびT[附TD/DPWの出現$

が有怠に高かったすなわち.ST l!fではa血の幽現

事が有窓に高い色考えられる

ST tとECT所見については図2に示すように。

ST tのみの鮮(13例会て前壁，..例であった)と

ST無変化務 '24例}との聞でTD等の虚血の抱恨の

出現率に有憲釜陪なかった ST tのみのき字(13例}と
非 ST'"(56例}に分けて 1症例あたワの PD領援

の...比べると，図3に示すごと<ST t 鮮で有憲に

高値であったすなわち.ST ，鮮では便君臨衡問が有窓

位大きいと考えられる.

s結腸と宥娘

心筋 ECT所見をもとに‘虚血"を判定すると.OMI 

S定例での退勧負荷心電図もとおいて.ST 1は虚血を，ー

方。STtは虜血よりむしろ，寝，."闘の大きいことを

示唆すると考えられる。

OMI fi定例で烈存"m'便富島部残存心筋。ならびに便

IIIII遺概観均院の虚血}の有無をみるために遭動負荷心
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，.図を絡行した渇合，その判定にどのような所見を用

いるべきか? 仮に，ECT所見の TDとDPWのみが

残存虚血の確実な禍根だとすると，表"こ示すように

ST IにSTIを加えて b感受性の若司Fの向上のみ

で。..興住や predictiveaCCllraC~ は大き〈低下する.

また。胸痛を伴う STJ~. .I によげた所見の中では

・も高い predictlveaccuracyを示している

今回の検肘ではい〈つかの間組慌が上げられる。た

とえば DPWやiTDの窓畿ぽかりでな〈。匂・'Tlの

心服 Vol.21 SUPPLI (1989) 29 

過色欠網"=M虚血"としてよいのか?という複本的

な問題がある さらに，梗.."函がたとえ大"ても

ST Iを示さない症例も少な〈な<.ST ，の成因を単

に便竃ザイズのみに求めるのは図震である 同じ~.. 

l!tIであってt>8!l!a位と胸壁との位置関係が彫響す

るかもしれない 多敏の盆例での倹耐とともに，予後

調査場も加える必要があろう

{付配本齢女は研究会発表以後の症例b加えてまと

めた}
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Multi-S!'rc量 Multi-Stagc怯

国. M叫1¥-61.&1・2食と "IJhl創 .1SInrle-6tareを'.STレベルの"比

pointでも心鈎徴収縮期血医。および STνペルで

M叫ti-Stage滋と良い組閣を示し，各指繍とも急激な

負荷による過剰反応は.. められなかヲた

労作性検む旋風宥に""るヨ常生活での狭心量発作心

拍関値札 Multi-Stage訟に比べ有怠に低いと報管制

されており。その服屋同 lつに。日微生活動作に泌砂

る負荷が，ウ才ームアップがなし急搬な負荷による

ものとの考えがあり，日常生活動作の心拍敵変動に対

応した運動負荷法は，療効岡高，運動耐容能野価に必

現なものであり，高度単ー負荷法ほ 安全に十分な負

荷がか"られ。心拍徹夜勧がB常生活に対応する有周

な倹査法と考えられた

， lt猷
U Bamard， R.]. et al. α"叫ation，-48 : 936， 19η 

21内山厳鎗i ほか 最斯医学。 36:203， 19包1
3)山辺裕，ほか脈管字， 26: 85， 1986. 
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一般演題

冠動脈1枝病変における ST/HR .slope 

佐藤密男・ 計掴香子・ 高木洋・

土様和文・ 下村克朗・

'''0年に Elaminら"によって提唱された sτIHR

s10pe 1;1:，震動脈疾息の有無のみならず，その雇盆度も

完全に予測惨断し得ると線告され，注目されたι この

ST!HRsl。伊は，運動終点前の心拍数の増加度に対す

るST低下の進行度の比窃から求められ，心筋虚血の

関惜 levelでの急還な虚血変化の進行を表現し，他の

原因による ST低下と縄なり，窓a提唱に伴うむ腎虚血

の特異的な現象であり。また，冠循環予備能をも反映

している可能性が縫測されている

前回我々陪，本研究会ほおいて，この ST!HRs1ope
の概念を，遇制常の多段階トレVドミル運動負荷賦験に

路調し，コンピュ タ 自動w・関車診断装置を用いて

ST!HR slopeを計測した総集を報告した.)， ST!HR 

S!opeは 3後病変または左主勝保有向変で著明な高値

を示し，これらの"盆気動脈疾息の診断に有用である

が. ，筏病変と 2段鋳変では差がみられず，また. ， 

伎病変の ST!HRslopeには大きなばらつ曾がみられ

たこのととは。 ST!HRslopeが解剖字病変綾数であ

らわされた沼動脈疾風の貨建Iflを直後反映するもので

はなしそれらによって生じた心筋書血の徳能的な霊

往度を反映しているためと鍍測される そこで。忍動

脈 1技術変のみについて，ST!HRs10peの催に・6・Fす

る足解酎学的および週勧負荷心電図学的掴子を倹討し

た

5 対象と方途

対象怯，心筋使禽や安静時の ST-T変化のない建国防

脈 1袋痢夜の"例で，15 %以上の有窓狭帯が右冠動

脈ーとみられるもの4例。左前下行伎は 36例，そのうち

AHA分"で6番が 15例。7喬が 21例であり，左困晦

国立循環盟痢センター内駒
〈守おS 吹厨市輝台台 5ト1-1)

伎は 6例であった STI河Rslopeは，ト νッドミル運

動負荷猷臓の遭動終点前 4分間の 2分間隔の心拍散と

ST".の下降度から白調者に有"な舗網のある毘鋤iI

鎌のゆで，最も急綾な勾配を自鋤u.図惨断護軍

CASEを用いて，aV.1憲司と V，I略奪から求めた

冠動燃進修所見は，運動負荷隊験の結果を知らない

状餓で 24色の医師により 2mの開院で盤大，役彫き

れた窓勘脈造影像について，スケールを用いて後'度

を実測し。週省官の惨断舗網匹を周いて。側園陣取行路の有

無などを判定した

s結果

狭窄f宵変のある冠動"後別に。ST!HRslopeをみて

みると，左関下行後7番と園夜伎でほ ST!HRslope 

が小さ〈 左前下行伎6脅や布窓動脈では ST/HR

"，"が大きし周じ左澗下行後でも1 来輸に近い7番

では.近位舗の 6番に比ぺて有望震に小さな ST/HR

slopeしか示さなかった{表日%狭窄度障，逆に 6番

で低い僅を示した一方，計測不能例の比率や。行っ

た運動..狭心痛の幽現率には，各Z静剤で艶はみられ

ず .逮心判"も左回旋校例でやや高い傾向がみられ

たが，有窓差は示きなかった

症例同多い左前下行後狭窄例について。完全潤君臨例

を除外し，また 6喬と 7香に分砂て%，夜明節度と STI

HR slopeとの関係を検附した いずれの"において

も.%狭吻度と ST!HRslo院には鍾い正の栂間関関係

しかみられなかった (R=O.64，0.63: p<O.01， 

0.10) したがって 75%以ょの狭窄であっても。ある

程度隠その後増'"が影響するものの，それほど大きな

彫曹はないと恩われ， Elaminら"の微調を支持する結

果といえる

側面血行の彫・をみるために。それの膨響を..も受

6ずると考えられる完全閉獲 10例について検討した白
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喪 1冠動脈離帯情誕部位別町比較

RCA LAD-6 LAD唱 7 山 X

。 4 >5 " 6 
% steno~ìs 世...士6.3 85，2:1:13.5 制咽4土7咽8 84.2土14.6

l . ， ， ・ E

ST(fFHVR Ad wnp} e "ι土6.6 14.0土11.0 5.5:1:3.9 S.~ :l: 3.~ 

non-cakulal剖 。'/HO%) 3/15(20 %) 5/21(24 %) 1/6(17 %】
開 akHR (bpm) 118.8:1:13.9 1~.7士 16.5 129.7土23.1 143.0土32.1

performed皿." '.3土¥.5
chest pain 2/H田克)

"1><0.05， '" 1'<0.01. 

近位協の 6番の完全""例では良好な側副血行がある

にもかかわらず。 ST/HRslopeは高値を示した一方.

7番の閉...例では， 3例を除IIST IHR sJOpeは5

以下または肘欄不能であり。側副血行に一定の傾向は

みられなかった また。右窓動聴の完全閉君臨例では

6番の盆例と同じ(，側町血行が良好であるにもかか

わらず， ST/HR slopeは高値を示した

金例.対象に，側副血行の有無t 運動，..野畠心鈎

愛弘容究心繍簡略発の有無別にみてみるとt 側副血行の良

好なものは当然後穆が大きいが。 ST/HRslopeはやや

衡舗を示すものの有意登はな〈 計測不能例の率にも

差はみられなかった したがって，側副血行の存在は

ST/HR s。障を減少させる効果を待つものの，側副血

行そのものは狭吻の強い症例に存在しやすしその

ため，単鎮でほー定の大.食傾向を示さないものと思

われた。

運動量が少ない症例ではω換む痛が鰐宛きれやす〈

換帯皮や ST/HR，または ST低下の生じる鎮度も大

きい傾向を示すが。有窓霊除寵めなかった.到遠心拍

数が<25以下の症例でほ.ST 低下例が多しそのた

め ST/HRsJopeの計測不能例は少ないが。胸痛や袋

帯度には差はなしST/HRslopeも大きい傾向を示す

のみで，有窓差は示さなかった胸痛の有無では.ST 

低下のある症例に多い傾向を鹿めるのみで，いずれも

墾はみられなかった

ST低下の形状別にみてみると。狭窄度はやや ST

低下のない髭閣で低い傾向を示すものの，犬きな筆は

なし一方， ST/HRSlopeはST低下のない症例で著

明に低値を示し，計測不能例はすべて低下のない症例

3.5士L6 3.9士¥.3 .. .士L6

9/15(帥%1 U/21(52 %) ./品'"克}

Mean土5D

にのみみられたまた，上行型ST循下に比ぺて，下行

車または水平型の ST低下を示す症例では ST/HR

sJopeの大暑い傾向がみられた

ST/HR sJopeが極婚に大きし>5以上を示す症例

(6例)t. ST/HR sJopeが0または計測不飽であっ

た症例(!2聞をみてみると，>5以上の症例は全例右

冠動脈または左前下行後6番の狭常例であり。また l
例を除き。水平または下行型の ST低下の症例であり，

運動量は少なし到遠心拍数も偉い傾向を示すが摩

動脈海膨所見でほー定の傾向はみられなかった。

-方.'ST/HRsJop拠eが"まtたは，併+欄不能例では有

愈な ST変

高値である傾向を示すが白窟a動助脈遺.彰彰周所荷見では 定の

侠~鐙量』隠志みられなかつた

s 繍値

以上のように.ST/HRslopeには極々の要因が彫，

すると考えられるが。ST/HRslopeの価からとれらの

種々の因子を推測することは不可能である しかし，

とれらの因子の関与を十分理解した上で ST/HRを

冠批駅前夜の貫症度判定のた。の運動負荷心竃図験査

の析しい l指様として伺いること...有窓棋なことと

恩われた

s 文献

1) Elamin， M.S.， et al.: C制。va!!c.Res.， 14 : 681 
19唱。

2)計図香子，ほか 臼内会髭， 76: 357， 1987 
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一般演題

Isosorbide dinitrateの抗狭心症効果と血中濃度

普通鍵晋下役与と徐放館内組役与との比綬

'眠術信雄・楓本豊三・宮沢功・

中西童文・ 初漏淑夫・ 細国種ー・

副酸粛は銑狭心症療の代表として広〈用いられてい

るが，近年，各，.長時間作用位製剤が関宛される一方

で耐性の間属がタ四 ズアップされ，その効果的な使

用法に関しては臨酋が多いkころである本研究で

は，労作後心症n思考において， .鈎sorbide dinitrate 

(l50N)普遍鍵舌下俊与と徐放鍵内服役与の，運動耐

容量に及ぼす効果を血ゆ淘度の纏惨と対比検肘し。開

錠の指開閉比較を行った

s対a院
選勘負荷にて再現性をもって駒錨，.... 性心電図演

化を示す安定針作製心血息者"例。男健 13侃女色

1例。年働陪 33.....雌，平I:$J53. g.である金例に

冠動脈遺影を纏行し，冠動脈近位郁の，，%以ょの狭窄

を有"な病変とすると l綾捕ま6例， 2枝病変3飢

3筏病変5例であった β遮断剤使用例は対象より除

外し，碕目度指およびc.鎗筑薫使用例ほ倹蓋"時間前

から服議を中止した

s方途

比較第鋼として，普通105聞唱看下役与と徐虫食鍵m
mg内服役与とを飼い，服ヨ菌剤，...無作為にして 2日

連続で役与した藁効羽定のための週動負荷鉱験を，

それぞれの製剤役与隣および役与後宮崎分。 180分に行

った。選周防負荷はB=.法によるト νッドミル多段階

負符を周い，命・度の陶縄の幽現または 2~以上の

虚血性ST低下をもって総点とした運動負荷中健1
分ど之に心拍倣および血圧を測定し。同時に 12甥..'"
-自治医例文句F・s・-内駒
{守鈴少。. .株横河内・m河内町.闘.3311-1) 

亀図を箆織した 嫌効判定の指揮には湿鋤間間延畏の

復度'.<ED'をmぃ.dED30%以ょを有効， ぞれ以下

を無効とした 煎剤の血中温度は，普遺鍵舌下鮮では

看下前忽よぴ舌下後5分， 15分， 30分，90分， 1鈎分

に，徐放a庭内a毘騨でほ。内鳳首'Mよぴ内服後30分， 90
分.180分に採血し。ガスクロマトグラフ槍にて測定し

た

s結集

1) 15即血中温度普辺健舌下剛志会例。管下後早

期に 15略 ImlJ以上の高い peakt'f'Io!i以後急速に減

少し，運動食初施行鰐の血中漫度の平均は， 90分後で

院 3.7土l.Sng/ml，180分後ではl.6:tO.9碍/mlで

あった ー方，徐鉄鍵内服温厚では 180分の鍾描ゆ漸婚

し，血中波11の平均は，90分後で3.6土1.9地Iml，l80
分後で '.5土2.'噌 Imlであった

2) 150N代..物"・ISMN.5~ISMN) の血中温度
普遍鍵舌下野では.2-ISMNが約 lOng/ml.5-ISMN

が約50"ゾm"で早期によ易し，以後不変事たは漸

滅傾向を示したのに対し，鎗飲鍵内服務では。15DNの

糟加とともに代謝物も漸網した

3) ISDN血中潰llU回(袋1):.1ED1ま全体とし

現 1I5DN血中埠置と有効皐，%，

I1S凹DN1P耐 m)・ig器 開制議案，，>
g瑚 3

<> 250/4) ---2S( 1/4) 

"五 <2.5 54(7/13) lHV1) 40( 8no) 
2.5孟 <5 75(6/8) 62(8/13) 67U4/211 

5. I伺(3/3) 1凹{町田 1冊 Ul/lll



てみると血中海度と紐な正絹闘を示し.血中根度が高

い櫨dEDも大曾い傾向を示した すなわち血中潰度

2.5ng/ml以上の"例中 25例(7市%1が有効。特にs
og/ml以上の II例会例が有効と判定されたのに対

し， 2.5ng/ml以下では.2川例中9例 (31%)のみが

有効k判定された ー方，普通.. 晋下幹L 徐敏袋内

優勝との比鮫では，普通鍵舌下幹に血中..置が低いに

もかかわらず。 dEDが大.い例が多(，血中襖度1
噌 Iml以上2.5ng/ml未測の例では。徐放鍵内服務で

は70.中l例(14%)のみが有効k判定されたのに対

し。普通鍵舌下鮮では 13例中7例(54%)に有紛例が

毘められた。すなわち，岡ー血中...に対するdED"

普通'走者下鮮の方が大きい傾向に怠ヲた

。代鮒鞠の療効を考aにいれた血中illll(ISDN + 
2唱 MN/8.6+5唱 MN/!招 7，Noack"l t..dED: d 

ED 1;1; ISDN単強の治合と閃嫌に代餅絢も含めた血中

温g置と租な正組闘を有していたが，血中温度に対する

4ED 1:1:普通鍵舌下"の7与が大暑い傾向は閃様であヲ

た

， ..，梅
一般的に繍酸粛の効果は，その強度および持続跨聞

とも周震依存也であると考えられているが。今回の研

究に忽いては，同一症例に同一方法で倹肘を加えたに

もかかわらず.普;t鍵舌下"には，低い血中...であ

りながら有効であった例が多〈寵められた列者聞

に その時点での血中治度に対する頬粛 に獲が生ずる

原因としては.，際理構色を有すると宵われている代紺

物ゆ彰響で陪観明でiきず両者聞の血中海貨の織移の

差が関与している可能性が考えられた Thadalliら聞

は.I安心4定患者に ISDN を 15-120 ~唱。 l 日 4 園設与

し，急性役与時と慢性， 1週間}俊与時の効果を比較し

た。その結集.血行動慾抱楓だ6ずでなく，遷動耐容量

で表わされた錦茨心復作用にも耐伎が出現する司阪を線

告し，岡崎に.!J¥決心症作用が血中...の絶対値とは

必ずしも並行せず，その変化事との関連が強い司僚を掴

網している また.Dalalら咽は。爾験繋に耐性が生じ

た時点でも，ヱトログリセリンの雪下により明らか位

血行動観的および抗狭心症効果が出現する事を線告し

ている すなわち，碗蛾賓の効果に陪.倉b望な吸収に

心踊 VOI.21 SUPPL.l (19的 1 33 

，.;m' 屯 J耐

国 2

。E• 4‘1..." ， 

一 。
" 瑚醐 !IO 1110 min 

・通S置がより有効と轡えられた".例
・一一・ .ilW:~下役与
。…。徐a鍵内服役与
園中のa字隠遁働時間槽加筆 'AOlを示すdED
".る程度その時点での血中湖..に依存するが。調
症例とも血中..置に対するLlED1:1:・遍鍵舌下後の
3与が大倉い

よる血中湖，.の急上昇の・，."強いと..えられ，今回

の倹討による関鍵の務効的径の原因として.普通鍵舌

下後。-，製剤‘い関.kを作る事によって生じた網... 院

を含めた循環系に対する強い効果が何らかの形で残存

する可飽性が考えられた

普通震がより有効と考えられた実例2例を図1に示

す いずれも・沼健管下鮮の方が血中糠度に対する

dEDが大きい傾向にあった。

以上より労作狭u寵息者の遭動E両容震を繍加させる

局的でISDNt'用いる場合には。単にある程度以上の

血中漏...鰻得するという方法は 耐性老生じる可能

性もあり効象的でなく.15D別の総投与量を減ずる愈

味でも.ISDNのきl'間欠役与が優れていると考えら

れた

s文献

11 Noack， E.: M. Kalt制M凶 ;Mononitrate， Wolf. 
M"児嶋n，p.38 (19泌II

21τnadanl， 札 etal.: A肌 J.Cardl札 49: ~ll 

1982 
3) Dalal. J. J.， et置1.: Am. J. Cardiol.， 54 : Z86， 

1鈍4
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ー鮫漢彊

PTCA後再狭唱探知法としてのトレッドミル運動負荷賦験

和図達也・ 日浅芳ー・ 浜持ー人・ 疎本"ニ・

相原'"・ 片岡唱"，. 殺傷"・

近年虚血憧心....の泊銀法として''''的窓....鉱

調眠術 (PTCA)Df.広〈・及している しかし.l"fCA 

後の再製略慣がかなりのIU:で舞生し，その領期，予防

"重要な問題&なヲている 今因。袋々はトνヲドミ

ル温動負荷民"の再幾何担傑知広忽砂る有用性を明らか

にそんとした，

s 対a験および芳元毎
PTCAにより，憲"嫌に成功した症例問うち術尚間

運動負荷隊峨陽盤であ9 術後，-，カ月の再溜修で

再検埼置の有績を磁隠し0・た 35例(男"例，女2例，

43-73..平均59.)を対織とした選鋤負荷鼠厳u

外畑らの・lEB別邸e溢"を周いた トνヲドミル"・a
を使用した負荷隊理由隠原則としてPrt:A前.l"fCA 

直後，退B往復2カ月ごとに施行した鈴点。ま O.2mV

以上のa血.57低下..旬傭，下肢俸"...息切れなど

とした再2牌憾。騒動脈内径が PTCA'闘に比べ.

""以よ元に復した揖合主定書書した

s鎗.. 

35例中.17例 (48%)に再....を"めたとれと，

非荷狭窄''''例を比舷すると年齢に釜はなく ，祖8
沼蹴脈陪胃袋噌"で7例."再a実....に4例多岐病室

例をS認めた
fl) l"fCA .，の遁動負荷隊般の比伎町CA前の成

績を比叙すると，遭'曲面両容時間"再密集....で 6.4%2.2
分 (平均ヨt・a・g長1.~，，!奥噌鮮で ' . 2企 1 . 7分<有

1!!@;11なかった U: .刻遁心鏑敏は前者で 126.9念

村銀..仲手綱震循環..

t守m 1/、.・市中園町司F覇防 28-1)
卸島大1It!l!JtIB腕2肉縄

('1'71・.，‘市篠悠町，-.ト2

11.0匂m.役者で 132.3土15.4匂肌，瞳血反比齢

者で1ηS金22.8mmHa-.後者で 173.8企16.9mmHg

k陶磁に盤はなかうた

⑧円CA後の温勉負荷鼠献の比・~: 1)随往出現

皐(度目心電図上0.1mV以ょの11血 .57低下

を陽性とした 再袋噌騨では 14例 (82%)が濁色であ

り.，例(l8%)が陰性であった 砕碍密集....では 4例

(12 %)が陽性で.14例 (18%)が険性であヲた これ

らから。トνヲドミル負荷舗織は PTCAの"....の鐸

知するのに""性82%.特異1178%の惨断事を有し

ていた 山陽性出現時期。再幾.."のうちト..ド

ミル負荷テスト・性 14例について..包幽混跨..... 

'守した. .例 (43%)の症"が.. 市網衰の"ヨ買に成功

したにもかかわらずl"fCA調E・から '"の聞にす

でに蝿色調冊見を示した 7O略(50%l It術後'"ま

では険性であヲたが.，.月-，.月の聞に・鐙化し

た その他. 1例は術後8カ月後に陽性化したが，こ

の症例は 円 <A根的調何度侮以外にa刊の道展を認め

ていた iiil運動耐容時間の鐙移(悶 1A'。稗狭ゆ"

と梯柊S提唱鱒で運動耐容時間ゆ糧問的な変化を対比し

た。制者で陰。PTCA111 6.4土2:2分であヲたが。，.

月後には8.'企，.，分 ..月後には8.'土1.6分と有
窓に延長した (p<O.Ol) 役者では， PTCAft6.2企

l.7分であヲたのが. 3，・..に118.0%1.9分白..

月後に憾 8.5企，.，分， 9>>J'I.には...念3.1分とや

陪り有窓に延長していた (p<O.Oll 岡卿聞に有...

はなかった ;"運動負荷終7"の... 臨 X宅 rate

""ぽ包(PRPlの権移 (5151 胃-!lII""の PTCA
慣の PRPは215.8士31.3)(1ω. 3ヵ月後は 2鈴，.

51.4)(1∞. ..月後は 236.8企62.5)(1ω と楢加した

が有""はなかった非拘狭吻"では， OIJ 229.9企
34.2)(100であったのが. 3カ月後は 246.9土46.3)(

lω. .抱月後246.2土問 7><loo，9:IJM後247.9土
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国 ， I"TCA 後の還働耐書館の僧穆

2.8.3XlOO ~柵加したが。有怠楚総盆かった 再俊市

"に比べ線再..... の PRPが大...傾向にあるが，

有志釜はなかヲた

s 考'慢ならびに鮪錫

PTCA成."，例中。17例(4$%)に再a提唱を毘め

た この河鉄".[;1;，他の飲米の繍告"持....0%に比

ぺ高い傾向にある との"'"としては.当叡J，PTCA 
後に，..心盤勿仰を飽める例を優先澗に再静価したため

と忽われた

トレッド ミル運動負荷依厳は再袋唱の援知におい

て...受笹82~，特異度 78%とかなりよい・.. 荷車.

..~た 22%の偽・性の原因と しては，思・・. 思働

聴の周回目・....心筋の肥厚などが考えられ， 18"の
偽信佳の原因として" 負荷置の不足飽の冠動録後

からの・"捌血行備の符在などが考えられる また.こ

れらの.健所見は.PTCA組行後3カ月以内に幽現し

1・6

- 11:._咽鍋@
J・. ~ ，瞬四時@

• 3 • ，-
ている再a提唱の幽現鳥"について(jrQn[z!g"1;1; 3カ

月以内に， Holmesら"は 5カ月以測に禽..に幽現す

ると絹告している 今国貌々の検討でも同様の結果

4量得ることがで.，と

PTCA'貨の溜蛤耐容能怯稗a実情皆齢搾再狭."と

も岡般に繍加したが，筒欝柵に盆は..められなかった

原因としては。例....少ないこと，胃袋噌の定規が，

竃鋤負荷陽性になら盆い程度の後吻にとど.ることも

あること，リ，、ピりテーシ，ンが不+分などが考えら

"".金の"慣すが必要と思われた

以土，今回は，対象を PTCAOJ運動負荷鼠..陽性例

に限ヲた検討であるが，ト νッド ミル適齢負荷隊・，.. 

PTCA後の胃狭窄鐸知の '"の目安に借ると思われ

る しかし.PTCA前釣30%の負荷猷震陰色例があ

ることや.PTCA後も，，%に偽略性が穆在すること。

溜動樹容能に穫をS認めないこ kなど僻舗に不十分な点

もあり....冬.. 断は，やはり底鋤保温彫によらな砂れ

ばならないと考えられた

1 ~.民
U Stotoba[~ I~ et at.: J伊~. Ci瓜 J.，o : 161，1979 
2)討。lmes.D.R. et al.: Am. J白川・01.，S3: 17 C， 

1鱒‘

3)0崎山il!，A.， et al.: New. Enr. J. M“301 
61. 1979 
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一般演周

PTCA前後の運動負街試験

量得功次・ 野図武彦・ 元永郎・

冷羽隣国治問・ 衆国治問・ 戸嶋裕徳・

経8l的冠動脈形成術 (PTCA)は197市与に'"合.，.

'.が凶チaーリヲヒ大学で初めて成功し。その後広〈

普及し現怠では A-Cバイパスー衡に匹敵する毎ま

でになってきている しかしいまだ多〈の来解決の問

題が残されている PTCA成功後にも遺酌ゅの心‘図

ST興需が見られることがあり，その成留についても

いまだ不明な点が多い。今回我々は円"^後の渇働

負凋猷験にてなお 1~以上の ST 下降を示す例と

ST下院が 1~朱測に改嘗した例について運動負荷

.. 鳳心臓カデーテル沼動脈遺・6所見.臨尿所見な

どの関連図予告繍討し，その成図について考療した

s対象・方洛

対象。ま PTCA前後で運動負荷猷般を施行した虚血

栓ω夜1130例{男25例，女5例}である全例遠隔

期 (PTCA後平均6カ月後}怒動，JQ彫にで再製唱を

毘めていない役."円.CA前に金仇再後智や

時.~予防のためc.摘銑""ニユトロール震刻および

銑血小板剤を役与し， PTCA 後も俊震の内容を変更し

なかった。選動負荷"験は肝拍niJI tlll~' . B開港

またはS""恥 dの，，，'低dにより， ，..，限界盤の.. 

大負荷訟で行った

s鎗果

PTCA後も PTCA前と，ほぽ問-double product 
の時点において 1~以上の ST下降が検得している

例を ST下降(+)t， PTCA tllt PTCA JIJとほぼ周

-doubJe product の時点で ST下降が(~釆測位

敬司書した例を ST下降(-)碑とした ST下降(+)

-久・3医大字1!!1If.n内調

{司""久・3俊市総町'"

"は 12例〈舞9例，女3例〉で平均隼働57雌， ST下

降(-)1¥1は 18例{努 15例，女3例)で平均年働関a
である

1)運動負荷鼠般の所見

Bru~ 滋で求めた還劃樹容時聞は ST下降(+) D. 

ST下降{ー〉騨いずれも '.6分から 6.1分へ '.2分

から6.'分へと有窓に延長し，関騨問で盤を留めなか

った . 大d刷 bJeproduct依 PTCA前， ST下降

(+) "247， ST下降〈ー}鮮181と.ST"'f降(+)鮮

が有窓に高舗を示した PTCA後は ST下降(ー'"

tま2"1包有窓に婚加したが ST下降(+)野ではほぼ

不変でるヲた ST下降度は PTCA附， ST下降(+)

欝 1.98何1m.ST下降{ー}幹l.53mmと梶野周で登

を臨めなかヲたが.PTCA後でほ閑-double produ峨

の時点で比較すると ST下降〈ー〉鮮のみ O.26mmへ

と有窓に改.した濁動中の胸鋸は PTCA前で憾 ST

下降(-)"に多《見られたがPTCA後で隊関"とも

見られなかった.

2)心臓カデーテル，冠動脈溜彫所見

左."..末期屋怯 ST下降(+)鮮 12.5mmHg.
ST下lIt(-)DI0.6mmHgムやや高健を示したが

商鮮凋で有."を留めなかった.平均橿息臥腺，"，平

均概的窓動脈'"ほ両鱒摘で穫を.. めなかヲた繍働思

働腺の PTCA前の.....貨は ST下降(+)鱒83.9%.
ST下降(ー〉静87.2%と高野間で還を.. めず，PTCA 

後には 32.3%.31.1)%といずれも有窓に俊明抱腹は敬ー

した 側首血行賂も PTCA前後ともに再膨冊で重量を毘

めず円CA"'11) side branchの傷害にも関群聞で盤

...惨なかヲた

3)臨床所見

心筋梗寵の既往思ほ ST下降(+)..に多い傾向を

..~た商血圧の眼往歴は ST下降(+)聴にやや多
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0.拠隠y色"除 PTCA前と PTCA後 3図固に運動負

荷鼠通貨を飽行し，前後で渇勤時間間延畏.double pr吋-

oc，の溜穴や狭心症症状の出視の郁合が減少したにも

かかわらず心電図''''が全体の 9%に"められたと・e
eしている Okadaら"や Hin:elら"は PTCA後 1
遇聞から 3週間gι Schollら“1;1:PTCA後 2カ月間

に選動負荷賦験...行し.同織の府見."めている

この心電図異鴛の所見U残存練噂術僚の存在や温働負

荷紙"の偽脳性や肥大に伴う鉱a眠不全.よぴ PTCA

後の胃袋噌や"鵠m等が考えられる今回稜々M
PTCA前と後 1週間から 2週間以内に溜動負荷鼠厳

司旨施行した初例において PTCA後も PTCA附と同

-d同ゐ""咽叫において ST 下降 I~以よ."
めた ST下..(+)幹と. I ~衆測に改轡した ST 下

院{ー)11に分頬し.その閲還回予について検討した

夜々 のJi'HRb PTCA後の温鋤耐容"聞の延長釘よぴ

胸痛の網失を毘めた また観的思動脈病変に.ける

PTCA ttJのa食事度および PTCA後の改普度には阿群

問に2撃を"めなかった また ST下降'+)併にU心

筋梗禽や高血圧の既往，911ゃ中関.....の.".を"める

例が多〈含まれたまた櫨隠遺・6にて将校窄は"めず.

CI. tli悦震信ピの役与により略a劃防備生の可能性ほ少

ないと考えられた

以上より VπA後の ST下傷の11'"としては律的

冠動職以併の残存後噌綱渡による桟存む筋虚血や. .，大

による相対的な心筋@仰が成図であろうと考えられ

た

い傾向を臨めたが有JU!11見られなかった 心綱廊比

1152.0 %と 48.7%と ST下降，+)鮮で有怠に大で

あった 心エコー図より求めた左禽鑑漫衆期径。友重

収縮決銅鑓および，，，附ionalshor!eninAも商U閣で

有"穫を毘めなかった中関厚l;lST T降(+)'*で

n.lmm，ST下降(-)Dで10.8mmt. ST (+) Il 
がやや厚い傾向を示し，後豊原IJ;ST【+)鮮1Zm剛

ST{-) lO.2mmと有志に ST(+)Ifで大であうた

的個々の盆例の検討

表 lに示すように PTCA後ゐ ST下俸が残存した

12 例につωて宿忠勤係数。繍的冠動脈 II~ ， 繍的窓動

脈開度以外の残移2無事例度の有紙高血底の既往歴の

有無ゆ鷹修および後霊厚が 12mm以上認める対a急性
肥大の有健。合併症について検討した.心筋梗.9例

中"鍵 1-5で11PTCA H‘行し4・~かヲた媛存侠
'病変が傷められた 一方媛存..帯病変のない，，~

砂、9では高血圧の既往虚が金"に.左"肥大が"町中

3例に腿められた狭心症例では残存狭噌病変。左京

肥大む測脳動を伴う僧帽弁後噌径がそれぞれ毘めら

れた 方ST下降が改書した)8例では 6例に残存

錬旬痢j(tlEgめられたが左宣肥大を伴う例，t!例の

みであヲた

S 宅後

PTCAは窓動脈狭吻それ自体.解献することを目

的としている PTCA成功後には復状の改轡や遜動

能力の噌加が得られる しかし PTCA成幼後にもむ

電図別解が見られることがあり...近注目されている
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一般演題

PTCAにより冠動脈の狭窄度が 50%以下に

開大したにもかかわらずトレッドミル

運動負荷試験陽性を示した症例の検討

堀川良史・ 本国脅・ 回中徹・ 図中直秀・内図遭郎・

金子界・ 木金心ー・ 広沢弘七郎・ 遠藤真弘・・

PTCAに成功したにもかかわらず トレッドミル遭

動負荷猷酸 (TMET)で困層住を示す症例が少なからず

いる 続々はそのような信例について検耐を加えたの

で綴告する

s対象と方法

対象陪昭和 61隼 1月 1白から"月 31目の聞に当

院でPTCAを施得した 65例のうち， 50%以下に関大

したにもかかbらず.TMET陽性老示した 1校痢賓

とした TMETはPTCA前後に町mptom1imited 
でB仰にe法で.原則的に内肢を靭よりゅ止して繍行

した可能なか.りは PTCA前後にエルゴメータ一週

動負荷によるタリウム心筋シンテを行ヲた 4例につ

いては忽動脈遭彫 (CAG)~陸路行した

袋 1 盤側

名前 年齢・性 齢断

<D Y.K. 56 男 AP (effo同}

s結集

1後痢変で50%以下に開大した"併のうち表1に

示す 8例刷舶が.TMET陽性を示した。表 2に

TMET.タリウムむ筋シンチおよびCAGの際の

".闘の証明の結果を示す③の症例が PTCA後に

STよ昇を示した以外ほ全例 ST低下を示した。

PTCA t1)114 O¥Iに胸痛が出現したが PTCA後は"町

も出現しなかった 運動負荷タリウム心筋シンチでは

4例に持分布告S認めた ⑤⑥の 2例についてほ梅線

唱も"えられる ①②③⑦の 4例はCAGを再検し。

①②③の 3例に叩闘 を腸めた 1例は PTCA"

行鶴に 1例は施行額と非錨符節に 1例11m恒行"

の叩.=で~った症例を畠示する図 1"症例②

挟.度P'TCA削"P'TCA揖

" 時."回覧

(%) M.Y. "・男 AP (r田.1'J叫"前，) " 
布施4 白克

a> M.K "・男

G) 5.5. "・男
(1)5.] "男
W S.H "男
⑦ M.N ω4司

G> R.O “. ，司

-東京女字医制大学附属国*<-血.. 研究所内調

・・ 関 外斜

('1'1&2 東京.僻宿区間園町・"

AP (effort). OMI " 
曲%ーi町暗u]u

AP (effo抗).Rt， PTCA 

" 伺 %-25" 
AP (effort). Re PTCA 

" 
剖%→50%

AP (u田table) 16 剖%-50"

AP (I'l回 .ndef{ort) 

" 
回%→お%

AP (effoπ} 

" 
剖%-irregu]ar 
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一般読鍾

Vasospastic angina患者の運動負荷中の

呼気ガス分析について

中村秀也・ 茂原治・ よ図栄蔵・ 像 業 予-

}l1原健彦・ 星鹿樽伺・ 中村f宵男・ '車線克明・

有国幹雄・ 上野鑑三・ 西尾一郎・ 楢山善明・

"作性狭心症に対し，，，.時狭心鑑では 主として窓

動阪の・舗が関与すると考えられている この窓.縮

性狭ぺ'"の特徴として 宛作時心.11図の 5Tよ昇ない

し下降.c..吉銑凍による発作の消失ないし予防さら

には日中より早朝に起りやすいなどがあげられる ま

た，β温断裂によって発作は抑制されず，逆に続努され

ることも多いとされる円窓.繍...，脅させる方陰と

して，エルプノピン負荷ほ感度が高<.活働闘には"

%以上の陽性事が得られるとされるが，運動負荷では

30%極度が瞬発されるのみでるる制 ー方，過豊島気で

は簿・繍窃発事は比般的粛し刈%程度と報告されて

いるm

遺動によって毎夕をされる思患織の発生にほ。交峰神

経系の関与が考えられている合判，選働時の過換気も

一日鶴居.織の発生に関連する可能性もある 道陣研究で

除，思恩.. 性狭心盛での選動負荷による窓厳繍鑓生機

'"に.. 気応答の変化がいかに関連するかを，呼気ガス

分析。心電図変化および血行動態などの置から検討し

た

g 対'"と芳4去
対象は安防略拠心症で，勉働側途彫時のエルゴノピ

ン負荷にて窓.績を啄めたものおよび商事業のよ昇を伴

わない 5T上昇宛作を確隠したもの針 5例(平勾

ω8土9.5.)であるこれら窓思脇佳狭心症例は，男

3例，女2例であり，過換気臥験で2例が 5T・T変化

を隼じ。運動負荷では3例で ST'T変化を寵めてい

た なお，4 91.別三冠動脈進"よ有窓な袋'性鰐変憾な

，.“附抱取山市七番γn

にで有怠の冠動脈換窄を示した労作性狭心笹川例

〈平均 48.6土8AIl>お よび正常対照者!o例(寧均

46.4コt11.0・"についても同様の倹耐を行い，対比し

た

選動負荷l主treadmiU(MarQuette社製 CASEJ1) 

を周い B~， のプロトコールに縫い. 3分ごとの多

段階負荷をか砂た選批終'"として。 Symptomlim 

itedあるい陪有怠な ST'T!tftの凶'"事とした こ

の運動負荷時に呼気ガス分析畿置(ミナト医科学社製

RM ZOO system)を周い.，...盆 (VE)，険現医捌費量

'vω，ニ自慢化炭飛躍生霊仲間}白および呼吸商(R.

QJを1分ごと巴測定したまた，血JE.心始微を 3分
どどに測定し，これから doubleprodu凶置を算出した

な舗， 筋集は m.~土50で示した

s ・重県
連動負荷縛吻心循散の増加，m智符窓.鏑也狭心

症飢勿作性..心症"で明らかな愛Uなかったまた.

運動負荷によるJhJa反応も 31事閣で有窓な翌をはなかっ

たが， double productliは冠・繍性..'"症でやや高い

備をとるものが~った(図1) 呼吸般の相加::3"測

に差はなしv.，窓.繍性後心症.労作性狼心症およ

び'iE"M者でそれぞれ負荷6分後に怯 40.H:5.8，38.8 

企3.4，40.6土3.9l/minと艶を示さなかったR.Cみの

経晴的要化を図2に示した。忽忽縮性狭心症で俗他"

に鮫ぺ，運動負荷早期に高い催H るものが多<.負

荷量の増加により他勝との釜院な〈なる傾向がみられ

た '"と v.の町bを般べると.v.の省加担恩縮

性挟心症でやや低<， VEに釜のなかったととから.

VEI Vo.l柑.編笠狭心症でやや高い傾向合唱った

な..運動負荷にで有"なる 5T・T変化を示した忽
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褒， PTCA前後のTMET.n心筋シyチ

TMET TI心.jn!-':.-チ，再分布の有踊

羽の竃田明4民側
P官'CAn PTCAt量 PTCA前 PTCA極

① Y咽 K， .謁d吋降S雪tTp4a 1 5間} 前
i由，+

lezrI fl -:1} 3 mm) (+) 

III M.Y. lr4rt{』ー-2}.0mm) lrmRt (L ー11)5mm} 
'+) (+) (+ ) 

(3l M.K 
11SOON{(i ー-1)a0mm) 1rustfT-:1} 5mml (+ 1 ，+ ) ，+ ) 

(j) 5.5. lrzri(i +:3) 0mm} 11'4VUt--3} 5mm} ，-) {ー】

<D s， I ， IVzr{{i +:2} 5mm) ，.∞'{{』ー13}.5 mm) ，+ 1 

(1) 5.H. SHoq{一i}s mml srsrtt』-:E}5mml (+) 【+)
一舗

~ M.N. 11mMom } (-1 

(J) R.O， T2r l (i+41) 8mm} ..2樋{吋ー}4 2{ ー0m〉m } (+1 (-1 

唱。 11-13

国 1 1 :PTCA前
2-4:Pτ'CA後



個 2

国 s

①濁 1-29Control 
⑨'86-7犯 TM訂後

③ I騎 8-25TMET 後

⑥も.7-2-5 TM訂後

で左前下行僚に 75%狼帯があり PTCAにより 25%

に聞大した しかし TMETで11.111， aV.， V" V，‘ 

でo大2.5mmのST低下を示した 心筋νンテでも

問分布を"め.この時は ST上昇を示した。 CAG(図

引ではコントロールでPTCA!I行傭に 99% 非泌

心腹 Vol.21 SVPPL.l (1羽則 '1 

1・，-，絹

行毎の右忽""10.:75 %の..・."め目エトログリセ リ

ン雪下で邑もにお%色~り硲iil5lTI 1;1;梢失した⑦

の震例ほ不安定侠心症でA"し。発怖が掬え曾れない

ため緊急 PTCAを施行左前下行筏倒%狭窄が 25

%に関大した PTCA後も図3の③のように11，111， 
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aV.. V......V.でST低下を示した 再度行った CAG

では稗袋'ほ認められず。タリウム心筋yンチでも再

分布はみられなかった しかし6カ月後の TMETで

図3の⑥のように開織の ST低下を示したが，タ リ

クム心筋シンチでは再分布を寵め。CAGを施行した

ところ再2提唱を隠めた

! ..後
PTCA成功例で直後に TMET陽性を示す症例ほ"

%であった。Schollら"はお例中 ?例に。 Okada"ら

''''例中"却に陽性を"めた陽性となる廊図として

ほ叩2担，.早期の再製帯。，，，拠positiveが考えられる

S陣=については PTCA緒行協と非施行俸のどちら

にも組こりうる TMETとタリウム心筋シンチは符

狭窄の検'憶に有用であるがW"'l，②の症例のように樗

篠吻がある時とない時で肉織の ST変化を示し，

TMETだゅでは寓象穆の検索に限界があると思われ

る

s文献

1) Scholl， 1.M. et al.: C陀 u!ation，66 : 380， 1982 

2) Okada， R.O. et a1.: A机 J.Cardiol.，55:347，1甥s
3) Quyy凶ni，A.A. et al.: Br. Heart J.， 56 : 27， 19.唱6

4) Sutukl， S. et al.: Jpn. Circ. 1.. 49 : 63陪.19.燭

5) Hirzel， H.O. et aJ αrα.tIation，63 : 1001.1981 



心厩 Vol.21 SUPPL.l (t989) 43 

γyポジウム

冠動脈疾患の運動負荷時一過性鹿血における胸痛発現の意義

伊蹟和史・ 山辺裕・ 繍崎健・

冠動脈疾息例において，他覚的にむ必虚血の所見を

"めるにもかかわらず，胸痛が幽現しない sile叫

myocardial isc 回，~は，日常生活中や運動負荷隊験
でもしばしば認められる現象である.その病態生理学

的窓畿については，近年研究が温みつつあるが，選動

負荷時の血行動館函からこれらを研究した躯告は少な

い本研究は，胸痛の有無と運動時左重予剣飽とを比

岐し，胸痛の有無k一過性虚血の""'が，関連するか

杏かを明らかにすることを目的とした

s 対.，ヲよぴ方議

対象は心筋"'.の阪往のない安定型労作性検心症

30例〈男性 26例，女性4例}で平均匁齢は 57蛾であ

ヲた l例を脆いては，金例，日常生活において胸絡

を，，~ており，また， 金例， 運動負荷心筋シンチにて

ー過性調...欠繍が"明された興費巴..心症例は除外

し.，，，.心環..中止した 運動負荷は，多段四階臥位エ

ルゴメータ負荷を周い， 自覚的優大負荷を纏行した

S明 n-Ganz会テ テルにて.，壁"時および湿動中の

腕鱒脈袋入亙 PCWP(mmHg)を測定した.初例中

19i11l1まThennodilu山"法にて，他の 11例は Fick法

にて各段階の心鍋出係数(α l/min/m'・)を測定し

たこれらの姐から各段階の l回輸出係敏(SVI:ml/ 

m')， 1固左釜仕事係数(SWI: g.m/m')を算出した.

安静時および退勧負荷中の心電図'1分ごとに記録

し.ST変化はJ点から 0."秒後で湾定し.10勉平均

した 心拍敏は心電図上の R-R間隔を 10鈎平鈎して

算出した これら 30例を今4回のエルゴメータ負荷"

般の結果に差づ..運動負荷を胸痛もし〈は胸，.圧迫

慮で炉7した 11II21例と，ぞれ以外の症状で終了した

11群9例に分け倹附した

縛戸大学医..篤i肉胸
{司F踊U神戸市中央沼傭町 7-H)

s結果

関脇咽に年臥性別，指尿病の合併に有意釜はなか

った.信動脈進.，上.7市%以上の換穆を有する溜綾徴

1;1; 1.91 vョ1.22と1鮮が有賀聖位高度であった(p<O.05)
安俗時左箆駆幽率には建がなかった安鯵時血行動観

抱視のうち，陀 WPが'"で高値であったが.CI 

SVI， SWI 1;丸いずれも閥幹聞に援を留めなかった

遷動負荷時.1鮮は会例胸織にて。 11'車中7例は下肢

復"のたlO， 29111ま息切れのため週動を終了した 喪

1に継集を示す .大負荷量，温働時問。最大酸素侵

取量 (max¥'0. : ml/min/kg)拡，いずれも'"が有

君主に小さか。た ST低下'"には有意径を膨め仕かっ

た Z羽田CJほ"'"有窟に小さし maxPCWP陪 I
S宇治靖宏に高値であった。 SVI，S.聞 は11'撃では安併

時に比し・大負荷時に有窓に制加したが。l'撃で肱有

窓な滑加を..めなかった さらに maxSWIは1"で

有窓に低かった したがヲて PCWPの槽加置を横舶

に.S'明の噌加.を緩"に織成した左宣，."闘線上，

I騨陥11騨の右下方に位置した{掴 1>.

5 喝割拠
胸繍の有無と婿病変E血症度との関連について

W制限 rや"Tonlωnら"は，運動負荷縄に胸痛を伴

うST低下例は，無繍性ST低下例に比し，多袋痢夜が

多かったと線告しており...々 の結集とー致する ー

方，Amsterdamら齢は。腕痛の有無と窓R何度との聞に

は明らかな関連を傷めなかったと報告しており，なお

見解の数を得ていない

今国.夜々の倹肘で...商野聞にで年働，性別..，

静待左重厚出率に差はな<.，寄併時血行動蛾欄棟も，

PCV岬以外は差を..めなかった，しかし最大負荷量，

m鴎.v.陪 1.字で有怠に低<.運動能の低下を関め

たきらに SVl， SWIは"学では運動時に有ltに増加
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義 1

部;可F1ES}.Sympl酬山
(Group 1: n=21) 

日目前odynamicYariabl回 "M坦
C.I Wmin/m勺 3. 18土O咽日 3.35土0.76 NS 
pcwp (mmHg】 1l.9土2.2 8.4;1;2.2 <0.01 
SVI unl/mり 48.0士1Il，1 "咽4土8.' NS 
SWI句n/m') 同 .0:1:16.1 57.4土12.7 NS 

'"町d蝿 T圃 4
Work Ioad (W) 47.6士Eι6 ~.，士 11.1 <0.01 
Ex dura!lon (min) ....宜1.91 7.39:1:1槌 <0.01 
max Vo， (ml!kg/min) I2‘2:U.9 }9.9:1:3.5 <0.05 
ST dep~田園叩加m' 2.伺土t幽 1騎士骨舵 NS 

H副 nodynamicVariab国 atPeak Exercise 
max CJ (lIminlm'巧 5.24:1:1.37 7.10:f:U9 <0.01 
max pcwp (mmHa:1 30.'土'.3 24.3:f:9.2 <0.凶

muSVI加、11mり ~2 . 8士15.2 51.3土l畳9 NS 
max SWI也m/m') 制 1士却。 82.6主 11.6 〈札凶

し得ず，左盆繍飽幽線上も，右下方に位置し。還働時

左宣予.能のより高度な陣容を呈した ζれは.11撃
で運動負荷にて惹起された心."..血の種"".より高

度であることを示す結果であると考えられる

Cecchjらのは.24持問 Holter心‘図の分析から.

a眠術院酎常鳴の ST低下度。およびその持鶴時聞は，い

ずれも有無性発作時に均し小さかったとしている ま

た白 mh・aらωI>.安静陶製心症例にお砂る無魔性

発作時の怠宣.飽.. 嘗の程度は，より僅かった&して

いる これらの報告は，胸痛の舞慢の有無が意趨さ

れた心筋鹿血の程度と随遣することを示唆する もので

あると考えられる 一方.C低油1ら剣は，心筋曙a
の既往は無痛性STm;-下鮮に より多〈隠められたと

しており，心筋復審例では.3nginal wam凶"'"詑，m仰

が陣容されている可胞牲を矛成している 近与え胸痛

の自覚に闘し 術覚側師自の個体重量が盤要な要嫌である

とする報告'"もあるが.eardiac拠nsory!IY電"mと

somatlc鍵島駒.，，，，風，mとの闘争遣につ抑ては，なお倹

射を要する問題であると恩われる

S鎗箇

心筋i8!!aのない労作性狭心症例において，運動負荷

にて胸痛が幽現する渇舎は，胸繍のない吻合に比し，

惹起された心筋11血の程度が，よ り高度であった

8文献

H We加er，D.A. et al.: /u札 M回目j.， 96: ~S8， 
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6) Cobn， P.F.: A肌 J.Cardiol.， 45 : 697. 1980 
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8) Glaz抱 r，j.j. et a1.: Am. j. Cardiol.. 58: 667， 
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シンポジウム

運動負荷時の無痛性心筋虚血

'.'TI心筋SPE，目 による検討

栗原正・ 成図充啓・ 村野隊一・ 宇佐美暢久・

冠動脈筏患において，運動負荷時に胸縄全伴うこと

な〈虚血性心篭図変化の幽環をしばしば経‘貧する そ

こで.運動時の胸郷の有無と心筋虚血の関係fo.'.'T1 
心鋳SP配 Tによる Tlwashou!の観療を行い倹射し

た

s 対象および方洛

対象は。労作性狭心，'"事作の既往があり，運動負

荷 z・'TI心筋SPECTにて， ー過性の defeet出現をみ

た冠動脈疾患33例{平均年同騎士9雌}であり。還働

負荷鱒に後ω術の幽現した 15例と，出現しなかった

l'例の 21.に区分した

運動負荷 TI心筋SP以:Tは，坐位自伝車エルゴメ

ータ を用い，狭心盆出現年齢別目視凶鎗飢もし

セは下舷疲労の幽現時点Sで行"，濁動負荷直後およ

び3時間後の再分布陣の 2固回転型ガンマカメラ

(Starcam 4伺 AC!Tl を m~，. 180". 32方向よりデー

タ書稿集を行った 得られたデータをもとに，まず体剥

横断胸像を作成し，次に心臓の長紬をもとに， ....失
状断層像。 3県純水平断層制..短制断層像を作成した"

虚血巣の骨髄には短給断層像を心会備を中心に

心釜舗に向かい同心何枚に並べた極座棟a提示，いわゆ

るBull'seye法草?を用いた 運動時，胃分布時の Bull's

eye mapの対応する邸位につき.Tl washout ratε 

(WOR)を算出し.これを橿座相」ヒに表示した w，.，

"此 ratemapを作成し，これをもとに，心筋a血の

定震評価に用いる 2つの術省慣を求めた 虚血の広がり

を示す街得として，，"待人のデータをもとに WORが

舗%朱測である washout異常を示す修分の.全左主

に占める概合 (%1を求め. .た，虚血の程度を示す繍

.住友術院内線

t亨回a大原市"区吻之.， 5-2-2) 

備として。との~曲。凶低下場での鎌小包すなわち，

mi~加 al washout rate (min WORlを京めた mm 

WORが息血の程aを反映するか否かの....的倹射と

して， ..，障の眼鏡が~しかっ. 持分布像で τ1 分布に

異常をみなかったーを支痢，..例にっさ.washout rate 

m"にMげる WOR最小値告示す節分を求め運動貧

荷心&map'"おいて。この minWORを示した afea

のTIuotak~討 すなわち minimal Tl uptakeの，最大

TI，ゅtakeに対する比 (WOmin/Ex-maxlを求め。こ

れと minWORの関係を亀食倒した

s 給調匹
非".一段病変での minWOR色WOmin/Ex-m帽

の聞には， r=O.87と。高度の相闘を留め{図 11，min 

WORが虚血の程度を反映すると考えられた

絢繍臥非絢鱒鮮の聞に...齢，男女比心筋.... 

の有録。冠動活尿病変の.盆度に""をみなかった

1遺動負荷賦舗の成績

運動時.大心拍数は，腕痛""<1土14(measま5Dl.
参事胸繍勝13崎企10bpmであり.".字咽に差をみなかっ

た 121舞場心電置にお砂る・大ST低下康陪，胸痛静

3.'土2.2mm.非胸痛鮮1.3土1.7mmと。胸痛艇で有

!!: (p<O.011に大容かったが。両隣明暗の刷出"が大

であった(図 21

2心筋SPE<了Tの成鏑

虚血』院の広がりは，胸痛欝25土15%，非胸繍醇22土

11%と...瞬間等であったが， min WORは，胸痛

t-14;t:18%.非胸箱T2.3土11%と，胸痛勝で有怠

(p<O.Ollの包舗を示し.minWORが貧の値を示した

のは，腕繍鱒 15例中 12例(80%1に対し参事腕翁勝 18

例中‘例(22%1であった(図 21
3. m;n WORと負荷心電図の関係

minWORと運動時.大心錨散の聞には，有窓の関
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ST・降下~， .*，，>/2;が11..bolJn&l 11'網"“n"
(・・1.WOR) 

前歯"にa闘いて，よ 9高g置の・血の存在~æめら
れた

係を"めなかった 方。 minWORc ST低下.l>
""'には，.第一0.52l:，ルーズな負の網凋が隠@られ

た(IH)

S考.. 

5'怜ntmyocardial泊"附.1，に関して陥 とれ.で

多〈の縄告があるが，その大"分は Holter心‘図を

用いた.. 射であり，運動負荷時に""られる銀貨盤の

虚血雀変化巴闘しての細管"少ない仙 沼.. 負荷剛TI

心鏑5P叡;rlま.震動脈... の.. 断や焔a鋤織の判定

に広〈利用されており，従来のZ掘削町民舗に比しす

4・園.Mlnlm&l1l'uhollt ratt (ml" WOR)と温暖...大

心枠制国民.大ST低下度との関係

mlnWOR回。心始般に彫・.れず， sn低下~，

の聞に弱い食の相関を隠めた



守れていると級告されている。また，運動負荷直後に

加え， 3-4略拠後にも心筋イメータを栂彰し， 山倉院

に'"取された TIの侵略的変化，すなbちTlwashout 

の観織により，虚血阪において Tlwashoutが著しく

週1延することが示され。これを用いることにより

過性虚血の検幽能は向上した削今回のTlwashout 

を用いた'"績では，minWORが虚血の程度を反映す

ること，また胸謝野において，非胸痛群に比しmm
WORが有家に低下していることが示され還鋤負荷

時同胸繍出現に払高度の心筋..'"の存在が車事な贋

図であると考えられた しかし，非B輔君浮との聞に。

minWORの。vertapがみられることから，従来より

心服 VOI，21 SUPPL.l (198削 47 

権定きれている虚血の待続時間，疹痛に対する開催の

個人差，中枢にお砂る修痛知覚の網節興需などのその

他の吏図も関与していると恩われる

s 文献

1)"宙実書。ほか住友星陵， 13: 5， 1986 

2) Garcia， E.V. et al.: ). Nud. Med.， 26: 11， 198渇

3) Amsterdam， E.A. et al.: Ar礼J.Cardiol..鴎 43

B. 1985 

41 Rは:chie，].L. et al.: Am.). ca制。1..鍋 1236

1ゆ82.
5) Narita， M. et al 敏医学。 18: 8!鈎 19泊l
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シンポジウム

労作性狭心症患者にお貯る安静時左室

壁運動異常の PTCAによる改善

右犠願史・ 尾純正治・ 山 岸 隆・ 紙村和彦・

篠井 .' 長野総之・ 怯園調降雄・ 桶川超過・

労作性検.... 患者において収縮期の友竃馬断盤'"動

員傭がしばしば.. 慢され，この異常は無痛性心筋虚血

に由来するものと考えられているime本研究院 RI心

プ}ル擦を用いて，左盤収.. 末期隠に膨わられる安".. 

局戸時盛運動拠鎗と"血の関係をP1'CA前後で..射す

るこ 之を目的とした

s 対，，.および方後

対象陪左前下行伎のみ有怠な鍾質的検唱があり，心

筋.. 患の既往のない労作性狭心.. 患者 (AP111!) 11例

<.コントロ ル務 (Clflとして正常渇動脈を有し，

値検査より非定型胸痛と惨断した 12例である 問岬

患者に対し心プル検査を施行した さらに APU!準

金例に対しP1'CA成功後..月の時点で再度心プー

ル検査を行い AP2111とした。寵録は嗣Tc-HSA20

m隠静議後，平衡姥において LA045'方向より心プ

ルイメークを鎌像し.マルチゲート法を周い 1フνー

ム 30 _にて ω0心舗を加算したデータを入力し

た左重心プールイメージをbとに殿"の方滋柳川に

て鉱聾来m像の面積重心を中心に左..を 4分画し，左

"金l$，中同様，心尖郁， .. 聖母の各時間容積院鰻.

作製した{図1) 左室全体の時間容..幽線より駆出事

を算出し，さらに在室収鎗末期の局F荷量週働の協貫性

の摘梅として~TES (左重金体と各局所のMlIJ~容積出

現時の時間的ズνの絶対値の飽和)を求めた

さらに狭心型車患者に対しては心プール検査施行と同

時期(!'1'CA前および施行後..月}に心臓術癒を

2目間休菰後，運動負荷心筋シy チグヲフィーを行っ

-山口大学暗箆*1111112内調【.，M 字..大手小・ 1144)

た仰臥位自伝車エルゴメ』ターにておまた'"''

W より湿動を開始し. 3分ごとに 25Wずつ槽加さ

せる多段階負荷を行った 盆枚出現崎また憾む電図上

有"の 5T変化が幽た降点で塩化タリウム 201を3

m"惜し，さらに 1分間問じ附時悦 PTCA

後はP1'CA前と周じ負荷震にて遭動負荷心筋シンチ

グラ7<ーを湾度行った T'静注後"分目より心筋

イメ ー "を aotel'ior.LAO 45'. left Ja旬 開1の 3方

向から姐像した 虚血の定S量化..的として各心筋像

よりGorisの方議でパックグラウンド減算処理を行ラ

たt>，左重心筋外縁にそって '01を殴定し，そのイ

メージの司炉心より 36本の放射線を継いだ。各放射線

」ヒで.01内のa島市カヲントを求め， 36個の最高カウ

ントの・"健を 1ω%とした circumferen討31profile 

curve')を求めた健常者より求めた平勾僅のeircur明

ferential prc創， ，町voとの固定，面積を def，民t5Corで

として第幽した{図2).

s結果

(J)心プール敏牽時血圧，心掛自数

C群(126企13mmHg. 73:日，，~肘. AP U'Hlお土

"四IJIlHg，67士9/分1.AP2欝 028土13mmHg，
67土131分}といずれの騨聞にも血圧.心拍数ともに

有志差はなかった，

位}左重駆w分画

e""土6%に対し AP1縛 5唱;1;5%，AP 2"58 
土6%といずれの務聞にも有憲登憾なかった

(3) .:1 TES (悶3)
C群 25;1;17msecに対し.AP 1 鱒 78土61~記と

有窓に地大し(p<O.Oll.AP2D憾"土25m雌 Cでe"との聞に有窓2をはなかった。
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国 2 量動負荷簡の呼咽商の時間的茸化

....性狭心盆3例は，いずれも有窓な鱈動原被移切な

いもので，負荷'-9分の聞に心.阻変化を示した

s考.. 

"僻時に心電図の ST.T変化を伴う狭心緩は，主

として忽動閣の・鮪による心筋虫血に基調するが。温

動負荷による ST・T変化は心筋酸禽鱒繋 ・自険噛の不

勾衡により生ずるとされる。"..性狭心盆で".エ

ルゴノピシ負荷第冷昇圧献織，過，."など運動負荷

を停わない方涯で発作が揚発されやすし沼周防負荷で

は発作の偶発ないし ST・T変化を曾たすことは比般

的少ないとされて曾た しかし，最近では疋'繍使.. 

心盆でも活島市聞には運動負荷によりかなりの飯鹿で心

筋虚血発作がみられるときれる。遭動負荷による冠動

脈・a留の発生..'"はまだ明らかではないが，運動によ

り冠動脈の交感神経e受容体が鼠語化されることが

発生磁序の 1っと考えるものがある" 今回の成絹で

も。"・縮性狭心症の運動負荷による心鏑敏槽加は，

他の"と較べ明らかな差はなかったが，血圧上昇の強

いものではめubleproductsの高値を示す例があっ

た これらの変化は心筋駿粛需要・悌飴の不勾衡とす

る程の差とは考えがたし窓・a菌性狭心慮供同ゅには

遺働負荷による変調書樽経活性"逃が強〈起こるものが

あるこ t>考えさせる 選動負荷で陪血中ノルエピキ

プリンの上昇がエピネフリン上昇に鮫べ優位となるこ

とが知られ円程.縮性侠心症では運動負荷"に交餓

神経系の過緊張"起こり 冠.. 峨のト】ヌスが淘す例

の~ることが考えられる

ー方，呼気ガス分所では.R.Qは豆満席群.労作性族

心症に骸ぺ沼単調白色決心症で温鋤早期に増加し.v， 

とv.のよ界度を鮫べても v.の上昇，.が翠・m性袋

む盆で低い傾向があった これらのこ k払罵思繍健
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図 3 PTCA*J畿での収舗期..，.l1eht・"'
4TES)の変ヒ
.. : p<O.OI， .: p<0.05， 

(4) Defect scoreとnESの関係{図"

恥 fectseoreとnESの聞に有意な立の網聞を毘

めた (r=O.55.p<O.OI) 

! .. 鱒
安静時左，.廟，.盛運動員稼は虚血心でしばしぽ.. め

られ，その原因の多〈は樋.，慢の8・維化によるもので

あるが寝..のない決心症例制でも包められ.AC by 

p~'野後でのaUfll') も報告されている 方，左箪

局所の収縮末測聞にお材る非筋縄選動は懲役心筋虚血形

成時倒や慢性期.c..&3!i!lU患者"に寵.られる 本研究

においても図4に示すように虚胞のuと非協欄性の

種皮は良好なE相関があり PTCA捕に著明であっ

d市-
，.詣'守骨岨"
，.，踊

0<曲"

剛 }• • 一•• • 陶 醐
時 四e

図 4 dT固と dtftet醐刊の閣情

.:PTCA前， O:PTCA稜.

た非降s・a・-助が PTCAtをに".し。 PTCAによるa
血の改醤が鼠闘として考えられた安静時{務胸繍時}

に必砂る心筋虚血は左宣収縮末期の非泊四週動として

表現され.PTCA成功例において著明に改普した

S 文献。ch副 erjee，K. et al.:α"川lation，47: 216，1973 

2) Mat$uda， Y. et aL: Am. H錨 rtJ噌 113:684， 

19喝7

3) Yamagishi， T. et al.: Circulation， 69: 933，1984 

4) Burow， R.D. et al.: J. Nucl. Med噌 20: 771， 1979 

5) ~aki， M. et al.: Jp礼 Circ.J.， 51 : 98， 1987 

6) Green. M. et al.: ]. Am. Co!l. Cardlol.， 4 : 72， 

198‘ 
7) Yamagisl叫， T. et a!.: Jp血 Cirι1.，49: 1072， 

1985 
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無症候性糖尿病患者の運動負荷試験における ST下降

川久保清・ 戸園局久・ 奥穂泊・ 村上透・

惨倫秀・ 中島観明・ 村川裕二・ 杉本領明・

諸!ii<1M.t障者にお砂る死8の主要なものとして怠飴腕

硬化症があげられ，また繍尿病例の心筋制限..は典観的

な胸痛を伴わずに発症するものが多いことはよ〈知ら

れている葛突である しかし回発症前にお砂るいわゆ

る無症候性心筋虚血の頒度や..尿鋼息者において胸

痛が少ない理歯も明らかではない“本研究は.'!l 
に狭心症閣のない纏尿病患者に運働負荷隊験を行い，

ST下降出現の頗度について倹Z守するとと 第 2に8・
尿綱例に.砂る無症候性 ST下降と，有窓候性ST下
降の隆両院的".について倹附することを目的とした

5無.. 候性"原繍"省の運動負荷鼠綬

対象.尿病外来週院中で，胸痛... .. 圧迫噂など

の後心富市がなく "僻嚇心・聞に拠常Q援や ST下

降などの異鴛がみられない逮鍵80例{男ω例，女'"

例。匁齢3ト 77"(平均騎士10劇)を対象とした.

運動負荷時に眼底出血の可能性のある種殖性網鵬穫の

例は除いた 慮たいずれも成人発生霊盟諸尿病例であ

った

方法iI動負荷は B=のプロトコールによる

symptom-Iimi凶のトレヲドミル負荷を行った負荷

陽性差箪としては。負荷直後の心電閣記録にて1点よ

り 80msec にで I~以上の ST下降とした 負荷陽

性例のー僚には臥位自転車エルゴメーターによる食荷

Tlむ筋シンチグラムを行い SPE<アr訟にて判定した

臨床的指栂としては，年齢，衝尿病宿病期間.1・尿痢

治"内容，合併".高血庄俊の有録。総ョνステロー

ル値切dymass ind回による胞櫛の有無について検

肘した民計約検討は μ検定にて行った

結果 トνクドミル貧荷陽性は8D例中 14例(l7.5 

%)(男 10.女"にみられた.うち 7例(郷 6.女J)

-東京大学医学..，内向

内 '"開制京区相 7-3-1)

に負荷心筋シンテを縮行し 6例にて欠銅像が得られ

た 負荷陽性 14例と，険性66例の幽"'的特徴を表1
に示した 陽性例では高年紛であり。かつ宿病期聞が

畏い傾向にあヲた 運動負荷E戒厳閣にだけ腕痛を訴え

たのは.色例に 1例，険性例に2例みられた曽底病

治療内容合併症 (WI.l，単純性網間際盆，高血fEllI.)， 

..コレステロ ル値には登がみられなかった負荷情

性例に肥測の例が少ない傾向にあった ω例会例の

うち年働54歳以上かつ騎尿病歴 10年以上のもの 30
例の負荷燭役割巨をみると 10/30であり。それ以外のも

の50例の陽性事4150より有窓に大であった(，<

0.05) 

s無傘候性ST1'陽と有症候性ST下障の比般

対a拠痢屋上役心症状がな<.トレッド ξル負荷符

にST下降のみられた前述の M例のうち，負荷紙麟時

にだ砂.. む痛を訴えた l例を除いた 13例を'眠症候性

ST下降騨とした有症候性 ST下降"11.精尿病の

経過...中に~'Û症状出現し。運動負荷臥験時に2安心

舗を伴う ST下降がみられた 14例{男札女 5.年働

4令~71. (平均ω:tU!))を別に選択し，爾Z撃を比綬

した後有のうち.11例は忽働県選膨にて有窓侠..を

碕隠したものであり. 3例では心筋使.. の既往があっ

た。

方法違動負荷の方法と.検討した臨床的項目は。

無症候色相尿欄患者の運動負荷畝般の方訟の項と同僚

である.それに加えて心織の自律糊鍾割機能の指標とし

て1分間6問問深坪吸時に省ける 100む拍の RR間隔

の変動から求めたcv値(フクグ包子社駆 R-llOF)

を-"の窓例で比叙した

結集線症候性ST下鱒 13例と，有佳候性ST下降

14例の臨床的符織を褒2に示した年飾暢尿病箆は

両者で問械で~り. CY・"有症候性 ST下降鮮で低

い傾向にあった 有'"候位ST下降静で治a院内容とし
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費 1 週動負荷個性倒と陰性倒的臨席的盤属

陽性例 陰性例

例~ " " 男性 10m %) ~9(7. %) NS 

年. 43-n(60土" 3ト 75{尉土10) .<0出

fta 1-29年0.宜91 1-40年(u士肘 NS 
遭動時間 3ト 14分 2ト 13升 NS 

(7.3士3.1) (8.8土2.6)
負荷時胸痛 1(7克] 2(3%) NS 

治'内容

禽司匹 6(43 %) '"甜克} NS 
後ロ剣 8(57 %) 3"甜完} NS 
インスリン 。 3(4 %) NS 

合併症

.盤 2{13(15 %) 91椅(14%) NS 
網鵬檀 4/13(31 %) 18/6((28 %) NS 
高血E 2{14(14 %) 12f1崎 (18%) NS 

コレ且テ冒-. '"土61 716土柑 NS 
B凶， m.園

;ndex>剖 2/1404兇】 22/'舗(33%) NS 

表 2 傭症鰻怯ST下降と有症慢性ST下陣の聾(p値がない砲は有軍聾脅し)

~心撞状な L 揖心症技あり

蝿匝帳性ST下降 膏症慢性ST下降

例ft 13 WOMI 3倒}

男性 宮{伺.， 例制.，

年働 43-77(同士10) 49-71(60士別

ma 1-四年【14:1:9) 4-22年117土6)
CV( %) 9例 5例

2.4--9.4(4.5士2.2) 2.1-3.2(2.7士ι.，
捨捜内容

食司匹 6(46 %) 
経口網 7(501 %) 

イン^リン 。
合併症

"症 2{12(17%) 

網団信 3/12(25克}

高血座 1/13(8 %) 
コレスチロ』ル 2的""

B吋， m.園

index>24 1/13(8 %l 

てインスリン治療例"多し合併症としての網膜症.

禽血箆症が多い傾向にあった

s考役

"尿病の死亡原因としては欧米では 50%が冠働脈

硬化盆であり 日本でもその頻度が増加しつつあると

5{甜.，

.，剖 %1

5{舗 %1 p<0.05 

2J14(U %) 
7113(制.，

1/14(50%) p<O.05 
担2士76

2/U(14 %) 

省われる 冠動脈硬化症の早期売見，治療が温まれる

が，繍尿病例帥急性心筋，..症は無術性が多いことは

古〈から知られており叱む簡便魯持経前にも無霊候

性の心筋虚血が多い可能性があ，.症状からの早期宛

見陪必ずしも容易ではない また線復候性の糟尿病患

者におWる無症候性心筋虚血の勿度も明らかではな



い 本研究では。滞在性の怒動脈硬化症の発見の目的

で。決心箆状のない担尿病a患者連続80例にトレッド

ミル負荷猷敏を行。たところ H例(11.5%)に ST

下降がみられた ST下構例の符憶としては，iO隼併

で緒尿病歴が畏いことがあげられた このことは，

S恥.~ら"が例検例にて，<0・R以ょの鎗尿病例は，症
状がな〈ても。男女にかかわらず温行した冠動脈硬化

症があり 特に槍尿病歴が 10年以上のものはその傾

向が強いとしたことと一致するものであり， .悶"tM
原a聞の両方が繍互に作用し，窓動脈硬化を進展さ宅金る

ものと思われる。

8・尿病例の心節梗竃症に無繍位のことが多いのは自

律伸佳陣書で観明されることが多い"が.無盤根性心

筋a血の理由U明らかではなく， a尿刷と非絡尿病例

でその郷度に差が令いという線告もみられる"本研

究で絶尿病例の無症慢性 ST下"t有症候性ST下
降例の比較では，後者にむしろ繍尿病状舗としては盆

症例が多い傾向にあり その盤の事衝を明らかにしえ

な念Bった

心腿'101.2< SUPPL.l (1989) 53 

s結.

II 後心症状のない絡尿例患者80例にトレヲドミ

ル負荷を行ったところ..例 (17.5%)にST下

降がみら九符に".以よかっ織原剣"10年以

Jとのものの陽性率(10/30)は高かった。

2l 纏尿病例の無"慢性ST下降と有盆候性ST下

降例の民却では，役者位継尿病の状舗としての重

症例や高血圧合併径が多い傾向にあった

S 文コ.. 
II N回。， R.W. et al.: A瓜].Med噌 80(Suppl. 4 

C):40.1鵠6

2) Bradley， R.F. et al.: Gerlatrics， 17: 322， 1962 

3) Steams， S. et al.: Arch， Interr丸Mod吋 80: 463 

1'" 
4) Minaker， K.L.: Am. J. Med噌 82(SuppJ. 1 B) 

41，1987 
S) Faerman， 1. et al.: Diabetes， 26: 1147.19η 

6) Chipkin， S.R. et al.: Am. J. C冶rdiol.， ~ : 61， 

198' 
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急性心筋梗塞症回復期にお貯るトレッドミル

運動負荷賦験陽性例の予後

II!症候"と胸痛"との比鮫

森下行僧・ 筒井惚之. I~島寛・

河野知記・ 広木忠行・ 荒川親'"男・

食々は.性心筋鹿a盆の閤.....蓄の予後規定8予

‘こついてω これまでトνヲドミル直島負荷による心‘

図ST.T変化...a反応白不盤腺の有無の醤から倹射

してきたlトヘ
近年，白川らによりいわゆる凶entmy民 .. ó 剖~

chemia 1:急性心臓死との関遣が錦繍されている 今

回民急性む筒..."回復刻聞に範行したトレッドミル

遭動負荷隊臓の麟に毘6られた掬郷あるいは騎M 迫

感の有繍の窃から その長期的予後を検討した

S対aと，，，.

対象は. ""匁"月から 1鍵5年11"阜でに入院

した急性心筋梗鹿の初回持作例で。その園....に鎗行

したトνヲドミル選.. 負荷似刻鴎金少な〈とも l隼以上.

6年まで...過観厳しえた 251例であり，男性217例
女性..例，平鈎匁..，:57.6.であった 心筋梗2・の

予後憾生存者およびHlnkleの釜噂による心臓死とみ

なされる非生得者の".は分砂て倹討した なお鍋死

等の抑叫眼死の侶剛志対象から除外した ヨ駆動負荷猷

献は.性心修司..の圏復期で'.，略痩より約1抱月前後

の退院直前に緒行した.運動負荷量は，トレヲドミル

遭動負荷以喰により Bn闘のプロ》コ ルB<縫い

V" V" aV.の，....心電固とカアによる血反測定.

3分ごとに行ヲた 今回解訴した運動負荷パラメータ

".心銅像.収錨糊血圧.，育館副理 rateprod岡山

下PRP1:略す} 遭鋤負荷...障害閣で，これらの各パ

ラ〆ーターについて.負荷後ピ】ター1.および食荷後

ピーク儲から負荷削舗を差し引いたものを負荷前値で

福岡大雪R医学陽繍2内側

問14-~1 .111叩TI.tlJNS-J) 

除した%変動..を倹討した

s ・.. 県
今回の，，，.例は 257例で~ヲたが， その内.遭'抱負

荷脈"で胸衡がなし有憲の 5T-T変化を留めたも

の，すなわち無疲候性心筋a血."以下積眠症復"と略

す)I;l9Z例，運動貧荷鼠厳で胸痛があり白かつ有"の

ST-T変化を包めたもの.すなわち有粛盆心筋a血m
''''下胸街"と略す}陪 51例であり，その死亡"'"

各々 ‘ 3% 21.6%で，腕I1iIlf'bf有窓に高値であった

しかしa眠症候tt.:b ‘例の死亡が認められた.

A).大心鎗lt:tI盆候"と胸痛"の比肢で.生存

者および舟生存者のいずれも生存者が高舗であラ

たが.その%変動車".募金存者の蜘縄静が他よ

り有憲に...であった 生存省と非生存者の比肢

では.胸痛欝の非生存者倉'.島大心鈎敏および%変

動車ともに億値を示したが，無症候"では関連は

なかった(図1l

BlI医大収縮期血厚生存者で'"晴a・"と胸繍"

の聞に有志の変化は臨めなかったが。葬生存者で

は胸編"が・大血a.その%'"働率ともに"値で

あヲた.-n.生得者と持金存者の比般で .." 

.果"で""生存者で高舗であり.蜘a・"で隊生存

者の%変動車のみ高値であり.対限的."果を示

した{箇2)，

C)PRP 生存者では'限度領"と胸痛"の聞に""

隠めなかったが，非生得者では脚席"が有窓に低

衝であった一方。生存者と抑生存者の比畿で".

'眠症候"で非生存者が高<.胸痛"で逆に生存者

が高舗を示した(園3l

0)運動負荷持続玲咽生存者では'眠症候鮮が有"
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に高かったが，非生存者では差異を認めなかった

また生存者と非生存者の比較では.，眠症候"で生

存者が高値を示したが，胸痛鮮では差異を寵めな

かヲた{図.，

5考鍍およt措置

従来."包む縮製盆の長期的予後を規定する遭動負

荷鼠験にお砂るパラメ 夕、ーとして， ST-T!f弛・血

反反応・ヨE動貧荷持続時間・心主性期舛収.. の尚現な

どが線告されている また近年。心筋穫壇後巴みられ

る，いわゆる ai!entmyoeardial ischemiaの陣原剖憲

畿が注目されている

今図"々は愈性心筋使..の回復期にある症例を対織

として!トνッドミル渥動負荷鼠験.施行し，よEの

各種パラメーターと予後との関係を温勘負荷隠の絢繍

の有窓に"づ曾比敏倹肘した鎗集。無'"候性心筋虚血

郡が掬縛併より予後が法措際的良好な司区を.. めた。しか

し.週働負荷心.. 園パラメーターとの関連では...盆

候佐治筋虚血Z平均非生存者例と有術性心筋虚血"との

間ほほ若干の欄追を聴めた.

この相違点は.，瞬盆候性心筋虚血2撃の非生存者が。

トレッドミル遭動貧荷綜織の際の最大心舗数・.高血
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a'PRP およびこれらの%変動率が生存者より高値を

示した点である

以上，急性心筋梗窟の聞復期に.，.タる無症候性心筋

虚血は，従来考えられたように無症候であっても必ず

しも予後良好とは曹えず.，眠症候性心筋怠血の中でト

レヲドミル運動負荷依験での上記のバラメ タ が比

般的高値を示す場合，りしろ予後は悪い傾向が認めら

れた.，眠症娘性心筋鹿血の発生観序については，なお

未解決な点が多いが，そのゆで胸痛に対する繍覚鯛僧

の問団置が，既に00'"らにより指摘されている 今回

のトレッドミル遭動負荷鼠般の臓の胸痛出現の有無に

ついてもこのような書簡党問。Eとも関連して今後検討す

ぺ轡であろう

s文献
1)広木忠行，ほか急性心筋梗穆の回復時にお砂る

コ

-園 4 通勤負荷待続時間
Ex-time棚"'峰山畑

町 (min)
"'.-師岨司 'p<O.05 

還周抱負荷齢取と予後i 最所医学。 “ 1939，1986 
2l広木忠行，ほか心筋梗塞の急性期心電図及び固

復刻運動負荷ω電図において毘められたω室性期

外収備の型の予告象的窓捜について 治療.67
2ゆ'31.1985 

3)議下行伺，陪か急性心箆観患の閥復刻隠にお付る

運動負荷院E貨の血匡反応からみた予後最新医学。

43:198，1ゅωi
4) Cohn， R.F.: Silent myocardial出 国n!a;印"'

cal siJmilicance and relation to釦.ddendeath 

C闘し9()鈎7，1986 
5) Giagno羽 E.，et al.: Progno組 cvalue of exer 

C噌"説担リs:in asymptomatic noロnote/1瑚ve5Ub< 

惟talN酬 E昭l.J. Med.， 309: 10箇， 1983 
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.. 心..息者で院選動負荷に対する換気応答に何らかの

楚があり，負荷早期に過'M'による血中H・の減少が

起こり，意思舗を起としやす〈なると kを考えきせる

写実。沼周医繍性患良心虚では，運動早期に ST変化を伴う

袋心窓掛字が生じやすし運動緯線により症状あるL・

は心‘図変化の改善がみられる，いわゆる wann.叩現

銀ないし walk-through現象がみられる同また，運動

時の"の制加，R.Qの上昇など"運動による lactate
の槽加に対する代償祖艇とも考えられるが， ζれらの

変化陪運動早期にみられることから可能性は少ない

g 結節

運動負荷による血Jf，心鈎歎，d刷め""吋""tiょ

ぴ呼気ガス分析の鯖来から，運動負荷時はは交感神経

活性の克進および襖気応苔初変化が相互に関連し，冠

.繍性狭心症での冠・績に関与する可能性が考えられ

る

! "隙
1)泰江弘文ら呼と循， 33: 1217， 1985 

2) Waters， 0.0. et al.; Circ叫，ti凧 67: 31G， 1983 
3) Girotti， L.A. et al.: Am. J. Cardiol.， 49: 834， 

l鈎2

4) Dismsdale， J.E. et al.: JAMA， 243: 34陥 1980

5) de Servi， S. et al.: Circulation“総4.1981 
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ー臨演題

虚血性，b疾患の，己、機能評価

腕野Tcw99m赤血双子罰金の温動負荷鼠験への崎周

.谷久雄・ 斉厳俊弘・唐木車夫・ 山崎行雄・

佐野孝彰・ 古川洋BI!' 蒔図園仰・ 清水正比古・

竹園賢・ 稲"'.明・

虚血陸地疾患の心繍飽.. 価には運動負荷鉱取が有用

であり，と〈に，その痢信犯盤。重症度の判定に，選

勤時の隣うっ胞の存在を知ることは緩めて霊安であ

る ぞとで，今国...野の T，関m""要求活性から運

動時の肺血液量変化を....し，虚血管あ心疾患の心制限飽

解価を依みたので緩告する

s 対相良および方法

運動負荷耐容時咽曜劇剛尚〉が 12分であった健常

'N'事)17例〈男 14例，女3例，平均46.8土10.5歳入
運動時閣が4分であった労作性狭心症を伴った陳目性

心筋8!a(MIJ)舗例〈男"飢女2例.57.0土7.2
.，.運働穂村聞が4分であった労作性狭u12(A瀞'18
例(男 15例。女3例.5路 2土7.8.)を対袋とし，運

動負荷鼠厳を施行した。運動負荷は，定量負荷型臥位

自転車エルゴメ タ を周助言。 1.0Wattlkgより開始

し. ，分ごとに 0.25Wattlkgずつ...する多段階負

荷滋を行った.遷動負荷kま，自覚的..犬まで行うこと

を原則としたが.0.2mV以上の虚血型 ST低下。..

な不量脈の出現，収縮矧血疋の進行性低下または 25<)/
130mmHg以上のよ昇および足の疲労，狭心痛，呼殴

困雛なピの自覚曜状の出現した場合には中止した 選

働中，血圧，心鏑敏，肺動保Eを1分ごとに，色"希

釈法品とよる心拍出..左宣駆出分画 (EF)および腕血

液.を 4分ごとに欄定した腕動脈圧は Sw飢-G凱Z

.テーテルを用い EFはTcw99m体内棟割腹赤血実家20

mCiを用いm叫ti-pten;により求めた鑓像方向は

左前斜依3かる協とした腕血蔽.は心飾プール像

."巨大字医学..，内網

《平後. 千'鹿市11:.1-8-1)

にて関心飯域を右上・下肺野に限定して2分間出 T，

99m活性を欄定.よ下の利とした運動中のω，，"

微は T，鈎m の誠衰を考え繍Eし，選勤前の∞，，"

a度との比を求め抑lmonaryb。叫 volumeratio (PB 

VR'とした，

s結果

運動時心係数はN"に比べんM"で小さかで，た

EFについて安静時でI;lA.NDに"がなかったが運

動により N"で槽加，九 M群では低下した謹動時

の節動脈収鎗餌a.平均!E.鉱袈湖底は A.M"でN

g揮に比ぺ著明に上昇した{図 U，o血溜..は運動時，

N群では 2.0%と不変ないし程度減少したがA.M鮮

ではそれぞれ9.6%.10.9%と善明巳増加した(図

2)町が連動時5%を鍾えて上昇した"と 5%を鍾

えて減少した騨とで PBVRを比駿すると前者の

0.9舶に比ぺ後者では 1.120と高値であった さらに

運動時腕動脈悠碩期反が2c田nH，未満であった騨K

30mmHgを届えた鮮とで PBVRを比綬すると前宥

の0.979に比ぺ後者では1.144と高値であった

PBVRとEFの低下度，運働時肺動脈"".期圧にはそ

れぞれr・0.68(p<O.Oi). r-0.83 (p<O.Ol)の良好

な相日闘があった(図3)

! ..槍
A.M"では温酌により N'撃に比べ心係敏の相加度

が小きしまたさ記重厚出分画の低下，腕動脈S底捜娘庄

の著明な上昇と血行動鰭の砲事化が鶴められ，今までの

踏家の領告と 致していた日同 また運動時仏師血

液量が.A. MI浮にS省いて著明に上昇するこ之が明ら

かとなった なお運動時の肺a液鑑の変動"肺野の
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竃動負荷にお11るpulmon...，.blood 

von，m・z・ti・(PBVR)

MD 陳1自性心修梗書+労作性決心佳i

A鮮労作伎~心~， NI準備常

図 2

Tc-99m活性の cω，~..より求めたが， SJutsky色"

によれば抗野の Tc-99m活性の，~也数と慢趨的に

求めた腕血液震には良好な格問聞があったという した

がって心・前プール像より還働時の肺野の Tc-99m

活性を経時的に~~，することにより非侵凝的に肺

血液震の変勧を観樹障することができる Okada 0:.') 

払冠動派が疋微な例では運動得肺血液.は 6%誠少

じたのに対し血血性心疾患で拡， 14%の欄加があョた

と報告している また NichoJsら・2怯， "COの吸入

によ!1.sitting b 句、，'，町晋Qmeterを周いて運動防の

肺血液量の変勧をみた 窓働脈が正常な例および陳旧

性心筋棋虜でも俊弘症を伴わない例で陪防血液量は変

化しなかったが，労作性狭心醤および労作性狭心艇を

伴った隙慣性心筋複禽では1 著明に滑卸したという

また，今回の成績では浬a闘による腕血液量の増加は，

EFの値下'".運動時紡動保鉱袈湖底と良好な栂閣が

あり，血行動館的."度主比例した 以上より，この

運動時の初血液量の増加は左室犠能低下記よる飾うつ

血を反映しているものと考えられ，運動崎の肺野の

T，-鈎m活性から飾血液鑑の変動を槻療することに

'" 

湿・.a荷.の3市動脈Eの変化

N"信情.A'学針作怪銭心Iii!， MD限旧
性心筋便'1+労作性決心-tl.PAs腕動脈収組

M a， PAm 肺劃陳平均'a.PAd 廊動脈tt盟
問屋

包 1
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間.却‘o.… 
悶 3Pulm・naryb ω，.，加岡山旬 (PBVR)と左車駆な処分画の*加度，"F【左悶}。および温動負荷時

~fi働側jQ;~PAd (右回)との関悌

より.非侵.. 的に遭働時の腕動限度の上昇，飾うっ血

の存在.知ることができた したがって運動拶号め肺野

のTc-99m活性を知ることは虚血性心疾患のむ予欄

組能解価に極めて者用と恩われる

5 まとめ

T，鈎m繍....血E択をmいた心筋プール像におい

て勝野の T，ト"m括経から週動時の腕血液鑑の変動

を観策することは，虚血性ω霊祭患の心細能野価に有用

であった

s 文舷

1) Bore.， J.5.， Bachara.ぱh.S.L.吋 Green，M.V. et al 

Effect of nitroglyc町 inon exercise-induced 

abnonnaHties of 1et! ventric川larregional f凶 c

tion and ej目 tionfraction in coronary artery 

di健a誕 a袋樗醤;mentby .adion民同eClne剖 E。
graphy in symptomatic and 償問、ptomaticpa.li 
叩 C間 lation，5~ : 314. 1問

2) Hirzel， H.O句、v，駅""問，1Ier，R" Grimm， J.， Kray 

enbuehl. H.P.. 5棚吋 A.: Leftv酬 ricular

fWICUon during exercise bef。陀飢dafter by 

P'鍋 surgery.Cardiology， 68: SuppJ. 2: 99 

"" 3)開山rer.M句 Glaus，L. and Burkat1. F.: Com 

同"問 effects01 ni¥rOl!l問 rin.nif，叫pineand 
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4) Slu匂ky，R.， Tubau. J.. Bhargava， V.，日Igg1nS"

Costel1o， D. and LeWinter， M.; Pulmon問
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W.: Radω，n~c1ide-detennined chang箇 川 p凶

monary bloωvolum陀 withexer白紙 NewEng1. 
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回
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時昭和62年2月7日

場日本海運倶楽節

11 日常生活活動ゅの心拍数変動に対応した運動負荷酷験訟の倹肘

聖マリアンナ底制大学 武者春樹.ほか 1 

2) Vasospastic angi回患者の運動負荷中の呼気ガス分析について

和歌山県立医科大学

3)虚血性心疾患の心機能評個

→市野 Tc~99m 'iJj;血球活性の運動負荷試験への応用ー

千葉大学

4)運動中止後増加する心室期外収縮の発生様式の検討

日本医科大学

5) Pacing負荷と費産物による inte町町山0"

東京慈恵会医制大学

6)心筋虚血と R波高宮化

ートνッドミル負荷とジピリグモ ル負荷との比較ー

山形大学

7)運動負荷心電園田験における平均電気軸備位.

R波高および中関Q波高変化

鳥取大学

8)畳血性心疾患患者にお砂る嫌気性問術開催に関する検討

東京星科大学

9)虚血性心疾患における anaerobicthr田holdの臨床的意書室

多段階treadmill運動負荷獣験による倹討

中村秀也，ほか 4 

富谷久雄， ほか 7 

飯田恵子，ほか 10 

外丸晃久，ほか 12 

中村和治，ほ;0，......15

荻野秀和，ほか 17 

佐藤 博，ほか 20 

E庭園学園保健衛生大学 勅使河原敬明，ほか 23 

10)肥満者の運動療法の評価

"知県総合保健センター 太田樽減，ほか 25 

11)醒!日後心筋梗塞症例における運動負荷心電囲 ST盟化の意義

運動負荷心筋，m，由叩 computedtomographyによる評価一

"絵医科大学

12)冠動脈1筏病蛮における ST/HRslope 

図立徳....街センタ

13) lsosorbide dinitrateの抗狭心症効果と血中濃度

一普通鍵舌下役与と徐放錠内原役与との比紋

自治医科大学

倉図千弘，ほか 27 

佐彦事鰐男，ほか 初

豊崎僧雄.ほか 32 

14) PTCA後再狭窄探知法としてのト νッドミル運動負荷酷験

小松島係十字病院 和回途也，ほか 34 

15) PTCA前後の運動負荷鼠験

久留米大学 豊S曽功次，ほか 36 

16) PTCAにより冠動舗の狼精度が 50%以下に聞大したにもかかわらず

トレッドミル運動負荷民厳陽性を示した症倒の検討

東京女子医際大学 施川良史，ほか 39 

.シンポジウム

Silent myocardial ischemiaと量動負荷

11冠動明疾患の運動負荷時一過性虚血における胸晴発現の窓義

得戸大学 伊厳狗史，ほか 43 

2)運動負荷時の無痛性心筋虚血

'.'TI心筋 SPECTによる検討

住友病院 東原 正，ほか 45 

3)労作性狭心霊患者における安静時左室壁運動異常の PTCAによる改普

山口大学 石板顕史，ほか 48 

4)無量候性栂尿病患者の運動負荷匝験にお砂る ST下降

東京大学 川久保 消，ほか 51 

5)急性心筋複書留症回復期におげるトレッドミル運動負荷酷厳陽性伊Jの予後

無盆候"と胸痛群との比鮫ー

稲岡大学 蘇下行僧，ほか 54 


